
　

本
稿
は
、
平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
二
日
（
土
）
か
ら
十
一
月
十
八
日
（
日
）

に
か
か
る
山
口
市
歴
史
民
俗
資
料
館
平
成
二
十
四
年
度
企
画
展
「
山
口
の
連
歌

と
俳
諧
―
宗
祇
か
ら
菊
舎
ま
で
」
の
概
要
報
告
で
あ
る
。

　

右
記
展
覧
会
は
、
山
口
市
歴
史
民
俗
資
料
館
と
俳
文
学
会
第
六
十
四
回
全
国

大
会
実
行
委
員
会
と
の
共
同
主
催
に
よ
る
。
俳
文
学
会
第
六
十
四
回
全
国
大
会

は
、
平
成
二
十
四
年
十
月
六
日
（
土
）
―
八
日
（
月
）、
山
口
大
学
大
学
会
館
を

主
会
場
と
し
、
尾
崎
千
佳
を
実
行
委
員
長
と
し
て
開
催
し
た
。
学
会
開
催
を
機

に
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
か
る
山
口
連
歌
・
俳
諧
の
歴
史
を
山
口
市
域
に
伝
存

す
る
貴
重
資
料
に
よ
っ
て
概
観
す
る
こ
と
を
企
て
た
次
第
で
あ
る
。
学
会
と
歴

史
民
俗
資
料
館
と
の
連
携
は
前
例
の
な
い
試
み
で
あ
っ
た
が
、
吉
岡
周
三
館
長

の
格
別
の
お
取
り
計
ら
い
に
よ
り
、
企
画
は
実
現
の
運
び
と
な
っ
た
。
ま
た
、

同
館
学
芸
員
の
廣
田
野
乃
子
氏
・
原
崎
洋
右
氏
、
熊
谷
理
絵
氏
に
は
多
大
な
る

ご
尽
力
を
忝
な
く
し
た
。

　

準
備
の
過
程
で
新
た
に
見
出
さ
れ
た
資
料
も
少
な
く
な
く
、
結
果
的
に
、
副

題
に
掲
げ
た
「
宗
祇
か
ら
菊
舎
ま
で
」
の
時
代
範
囲
を
越
え
、
室
町
中
期
か
ら

明
治
中
期
に
至
る
約
四
百
五
十
年
間
の
連
歌
・
俳
諧
資
料
五
十
五
点
を
集
め
る

こ
と
が
で
き
た
。
以
下
、記
録
の
た
め
に
出
展
資
料
の
概
要
を
ま
と
め
て
お
く
。

複
製
お
よ
び
拓
本
・
参
考
図
版
に
つ
い
て
は
タ
イ
ト
ル
を
掲
げ
る
に
留
め
た
。

　
　
　

一　

山
口
と
連
歌
Ⅰ　

宗
祇
来
山
―
大
内
氏
と
そ
の
時
代
―

　

山
口
と
連
歌
と
の
関
わ
り
は
、
室
町
中
期
、
大
内
政
弘
の
時
代
に
始
ま
る
。

政
弘
は
父
教
弘
の
嗜
好
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
都
の
文
化
が
地
方
に
広
が
っ
て
ゆ

く
時
代
の
影
響
を
受
け
て
、
文
事
に
著
し
く
傾
斜
し
て
い
っ
た
。
応
仁
・
文
明

の
乱
で
京
都
に
出
陣
し
て
い
た
政
弘
と
そ
の
臣
は
、
文
明
九
年
前
後
、
当
時
都

の
連
歌
師
と
し
て
頭
角
を
あ
ら
わ
し
て
い
た
連
歌
師
宗
祇
を
陣
所
に
迎
え
て
連

歌
に
興
じ
る
。
帰
国
し
た
政
弘
は
、
文
明
十
二
年
、
宗
祇
を
山
口
に
招
き
、
太

宰
府
を
は
じ
め
と
す
る
歌
枕
・
名
所
探
訪
の
旅
に
送
り
出
し
た
。
紀
行
文
学
の

傑
作
と
し
て
名
高
い
宗
祇
『
筑
紫
道
記
』
は
、
こ
の
旅
の
所
産
で
あ
る
。
宗
祇

は
、
長
享
三
年
に
も
山
口
を
再
訪
し
、
大
内
館
を
中
心
と
し
た
数
多
の
連
歌
会

を
励
ま
す
が
、
そ
の
背
景
に
は
連
歌
撰
集
編
纂
の
志
が
あ
っ
た
。
交
友
を
深
め

た
政
弘
か
ら
物
質
両
面
に
わ
た
る
支
援
を
受
け
た
宗
祇
は
、
明
応
四
年
、
准
勅

　
　
　「
山
口
の
連
歌
と
俳
諧�

　
　�

宗
祇
か
ら
菊
舎
ま
で
」
展
　
概
要

　
　
　
　
　
　
　

�

尾
　
崎
　
千
　
佳
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撰
集
『
新
撰
菟
玖
波
集
』
を
完
成
さ
せ
る
に
至
る
。
宗
祇
以
後
も
、
兼
載
・
宗

碩
・
宗
牧
・
周
桂
と
い
っ
た
連
歌
師
が
大
内
氏
の
庇
護
を
恃
ん
で
山
口
に
下
向

し
、
大
内
氏
の
周
辺
で
は
連
歌
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
領
国
内
に
は
連
歌
作
者
が

多
数
存
在
し
て
い
た
。

１　

宗
祇
坐
像

 

江
戸
時
代
極
初
期
写　

掛
幅
装
一
軸　

山
口
県
立
山
口
博
物
館
蔵

　

彩
色
の
連
歌
師
宗
祇
の
坐
像
。
衲
衣
に
袈
裟
を
か
け
、左
手
に
中
啓
を
持
ち
、

上
畳
の
う
え
に
左
向
き
に
端
座
し
た
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。
面
長
の
顔
貌
、
円

頂
、
白
く
細
い
鬚
髯
ま
で
、
宗
祇
生
前
に
成
立
し
た
相
良
家
旧
蔵
お
よ
び
南
部

家
旧
蔵
の
宗
祇
坐
像
の
像
容
に
よ
く
合
致
す
る
。
山
口
博
物
館
本
は
も
と
豊
浦

郡
某
家
の
蔵
品
と
い
う
。
大
内
氏
周
辺
の
人
物
の
蔵
す
る
一
本
か
ら
転
写
さ
れ

た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
か
。

　

上
部
右
肩
に
は
二
区
の
紅
白
色
紙
形
が
貼
り
込
ま
れ
て
お
り
、「
宗
祇
老
人

肖
像
／
う
つ
し
を
く
わ
が
影
な
が
ら
世
の
う
き
を
し
ら
ぬ
お
き
な
ぞ
う
ら
や
ま

れ
ぬ
る
」（
右
・
白
）
の
和
歌
一
首
と
、「
世
に
ふ
る
も
さ
ら
に
時
雨
の
や
ど
り

哉
／
と
し
の
わ
た
り
は
ゆ
く
人
も
な
し
／
老
の
浪
い
く
か
へ
り
せ
ば
は
て
な
ら

む
」（
左
・
赤
）
の
連
歌
発
句
・
連
歌
付
句
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。「
う
つ
し
を

く
」
歌
は
、
相
良
家
・
南
部
家
本
両
本
で
は
三
条
西
実
隆
の
筆
蹟
に
か
か
り
（
た

だ
し
、
初
句
「
う
つ
し
を
く
も
」）、
坐
像
の
制
作
に
あ
た
っ
て
の
所
感
を
宗
祇
が
詠

じ
た
一
首
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
続
く
連
歌
発
句
・
付
句
は
相
良
家
本
に
は
な

く
、
南
部
家
本
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
る
。「
世
に
ふ
る
も
」
句
は
『
萱
草
』

『
新
撰
菟
玖
波
集
』
所
収
、
そ
の
詞
書
に
よ
っ
て
、
応
仁
の
乱
の
頃
、
信
濃
で

詠
ま
れ
た
一
句
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
た
だ
し
、
慶
長
十
八
年
成
『
寒
川
入
道

筆
記
』
で
は
、「
宗
祇
辞
世
」
と
し
て
「
う
つ
し
を
く
わ
が
か
げ
な
が
ら
世
の

う
さ
を
し
ら
ぬ
翁
ぞ
う
ら
や
ま
れ
ぬ
る
」
歌
が
書
き
留
め
ら
れ
、
続
け
て
「
同

発
句　

世
に
ふ
る
は
さ
ら
に
時
雨
の
や
ど
り
か
な
」
と
見
え
て
い
る
か
ら
、
右

の
一
首
一
句
は
、
近
世
に
は
宗
祇
の
辞
世
と
し
て
伝
承
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
ら
し
い
。
さ
ら
に
、「
と
し
の
わ
た
り
は
」「
老
の
浪
」句
は
、『
宗
祇
終
焉
記
』

に
、
文
亀
二
年
七
月
、
鎌
倉
あ
た
り
で
賦
さ
れ
た
連
歌
千
句
の
付
句
と
し
て
見

え
、
宗
祇
の
「
今
際
の
と
ぢ
め
の
句
」
と
い
う
。
か
く
て
、
本
像
の
賛
は
宗
祇

辞
世
の
意
識
で
記
さ
れ
た
も
の
と
見
る
べ
く
、
山
口
博
物
館
本
が
宗
祇
の
年
忌

に
あ
た
っ
て
利
用
さ
れ
た
こ
と
も
想
像
さ
れ
よ
う
。

　

以
上
、
も
っ
ぱ
ら
島
津
忠
夫
『
宗
祇
の
顔
―
画
像
の
種
類
と
変
遷
』（
島
津
忠
夫

著
作
集
別
巻
、
和
泉
書
院
、
平
成
二
十
三
年
）
を
参
照
し
た
。

２　

宗
祇
法
師
画
像

 

元
文
年
間
期
写　

掛
幅
装
一
軸　

山
口
県
文
書
館
蔵

　

淡
彩
色
の
連
歌
師
宗
祇
の
坐
像
。
像
容
は
１
山
口
博
物
館
本
の
宗
祇
坐
像
に

酷
似
し
、
同
じ
祖
本
に
基
づ
く
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
島
津
忠
夫
『
宗
祇
の
顔

―
画
像
の
種
類
と
変
遷
』
は
、
山
口
博
物
館
本
・
山
口
県
文
書
館
本
お
よ
び
金
子

金
治
郎
旧
蔵
本
に
つ
い
て
、「
山
口
周
辺
に
古
い
画
像
の
粉
本
が
存
在
し
て
い

て
、
そ
れ
を
も
と
に
作
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
祖

本
の
制
作
に
は
、
私
は
、
大
内
氏
と
の
か
か
わ
り
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
」
と
指
摘
す
る
。

　

上
部
に
は
長
文
の
宗
祇
伝
が
認
め
ら
れ
、
末
尾
に
「
右
、
宗
祗
（
マ
マ
）法
師
伝
／
元

一
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文
□（

虫

損

）

□
□
□
□　

周
南　

山
県
□（
虫
損
）□
撰
」
と
あ
り
、
元
文
年
間
、
山
県
周
南
の

加
賛
と
知
ら
れ
る
。
宝
暦
十
年
刊
『
周
南
先
生
文
集
』
巻
八
に
、
ほ
ぼ
同
文
の

「
宗
祗
（
マ
マ
）法
師
伝
」
が
見
え
る
。
需
め
に
応
じ
た
撰
文
か
。

３　

新
撰
菟
玖
波
集
抜
書
（『
大
内
家
古
実
類
書
』
巻
三
十
一
連
歌
之
部
の
う
ち
）

 

江
戸
時
代
後
期
写　

大
本
一
冊　

山
口
県
文
書
館
蔵

　

多
賀
社
文
庫
の
う
ち
。『
大
内
家
古
実
類
書
』
は
、
山
口
多
賀
社
大
宮
司
高

橋
有
文
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
、
全
五
十
二
巻
よ
り
成
る
大
内
氏
の
故
事
逸
文
集

で
あ
る
。
有
文
は
大
内
義
隆
に
仕
え
た
高
橋
右
延
・
言
延
の
後
裔
に
あ
た
る
。

　

巻
三
十
一
連
歌
之
部
に
は
、『
老
葉
』『
下
草
聞
書
』『
兼
載
句
艸
』『
宗
碩
下

向
於
山
口
興
行
連
歌
』『
大
発
句
帳
』
等
の
諸
書
か
ら
、
山
口
な
ら
び
に
大
内

氏
に
縁
あ
る
連
歌
が
抜
粋
し
て
書
き
留
め
ら
れ
て
お
り
、
本
書
に
よ
っ
て
の
み

知
り
得
る
連
歌
張
行
の
事
実
も
少
な
く
な
い
。『
新
撰
菟
玖
波
集
』
か
ら
は
、

持
世
・
教
弘
・
政
弘
の
大
内
氏
歴
代
に
、
藤
原
正
存
・
門
司
武
員
・
相
良
正
任
・

門
司
宗
忍
・
其
阿
を
あ
わ
せ
た
八
名
の
付
句
・
発
句
が
抄
出
さ
れ
て
い
る
。う
ち
、

藤
原
正
存
は
、
大
永
本
『
新
撰
菟
玖
波
集
作
者
部
類
』
が
「
細
川
家
人
、
池
田

新
左
衛
門
尉
」
と
注
す
る
よ
う
に
、
摂
津
国
細
川
被
官
の
池
田
正
存
と
推
定
さ

れ
る
。
と
こ
ろ
が
、『
大
内
氏
古
実
類
書
』
所
収
『
新
撰
菟
玖
波
集
作
者
部
類
』

で
は
、「
藤
原
正
存
」
を
「
大
内
々
内
藤
内
蔵
助
」
と
注
記
し
て
い
る
。
池
田

正
存
を
内
藤
護
道
と
混
同
し
た
と
思
し
い
が
、『
大
内
家
古
実
類
書
』
が
何
に

依
拠
し
て
か
く
誤
っ
た
か
定
か
で
な
い
。

４　

宗
祇
山
口
下
着
後
の
連
歌

 

昭
和
十
三
年
写　

大
本
一
冊　

山
口
県
文
書
館
蔵

　

長
享
三
年
、
宗
祇
再
度
の
山
口
下
向
時
に
興
行
さ
れ
た
連
歌
会
か
ら
、
宗
祇

句
の
み
を
抜
き
出
し
た
抜
句
集
。
本
書
に
よ
っ
て
、
五
月
八
日
か
ら
七
月
二
十

七
日
に
か
か
る
約
三
箇
月
の
間
に
、
大
内
家
や
そ
の
重
臣
た
ち
の
邸
宅
で
十
八

回
も
の
連
歌
会
が
持
た
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
尾
崎
千
佳
「
宗
祇
の
再
度
山
口
下

向
―
『〔
宗
祇
山
口
下
着
抜
句
〕』
を
め
ぐ
っ
て
」、『
や
ま
ぐ
ち
学
の
構
築
』
第
四
号
、
平
成

二
十
年
三
月
）。

　

大
日
本
史
料
第
八
編
之
三
十
二
に
陽
明
文
庫
本
に
よ
る
翻
刻
が
備
わ
る
ほ

か
、
太
田
武
夫
氏
蔵
『
宗
祇
付
句
』、
国
会
図
書
館
蔵
『
連
歌
合
集
』
第
三
集

所
収
本
等
の
諸
本
が
あ
る
。
山
口
県
文
書
館
本
の
奥
に
は
「
昭
和
十
三
年
六
月

／
麹
池
三
吉
写
之
」
と
あ
り
、
一
面
行
数
や
字
配
り
に
徴
し
て
『
連
歌
合
集
』

所
収
本
の
転
写
本
と
推
定
さ
れ
る
。

５　

大
内
政
弘
詠
草
（『
大
内
氏
実
録
土
代
』
巻
十
の
う
ち
）

 

明
治
三
十
九
年
写　

大
本
一
冊　

山
口
県
文
書
館
蔵

　

近
藤
清
石
文
庫
の
う
ち
。『
大
内
氏
実
録
土
代
』
は
近
藤
清
石
が
『
大
内
氏

実
録
』
編
纂
の
た
め
に
調
査
筆
録
し
た
史
料
の
一
で
、
本
詠
草
は
豊
浦
郡
田
部

村
山
本
清
左
衛
門
の
所
蔵
に
か
か
る
と
い
う
。

　

大
内
政
弘
が
「
竹
霰
」「
千
鳥
」「
短
夜
」
の
各
題
二
首
ず
つ
詠
ん
だ
和
歌
詠

草
に
、
当
時
山
口
滞
在
中
の
龍
翔
院
三
条
公
敦
が
添
削
を
施
し
、
判
詞
を
与
え

て
い
る
。
政
弘
の
和
歌
の
実
力
を
知
る
う
え
で
き
わ
め
て
興
味
深
い
。

６　

拾
塵
和
歌
集

 

昭
和
十
二
年
写　

大
本
一
冊　

山
口
県
文
書
館
蔵

　

大
内
政
弘
一
代
の
和
歌
詠
草
二
万
余
首
の
な
か
か
ら
、
英
因
法
眼
・
龍
崎
道

一
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輔
が
千
五
百
首
を
選
ん
で
十
巻
に
部
類
編
成
し
た
あ
と
、
政
弘
み
ず
か
ら
さ
ら

に
千
百
首
に
精
選
し
た
と
い
う
政
弘
の
家
集
。
山
口
県
文
書
館
本
は
奥
に
「
昭

和
十
二
年
六
月
／
水
戸
彰
考
館
原
本
ニ
拠
ル
」
と
あ
り
、
彰
考
館
本
か
ら
の
転

写
本
と
い
う
。

　

巻
第
四
冬
歌
部
「
竹
霰
」
題
に
は
、
５
『
大
内
政
弘
詠
草
』
所
掲
の
「
□（
空
白
）□

寒
み
お
き
出
ゝ
み
れ
ば
そ
と
も
な
る
竹
の
葉
そ
よ
ぎ
あ
ら
れ
落
な
り
」
歌
が
、

上
の
句
「
夜
を
さ
む
み
ね
覚
て
き
け
ば
外
面
な
る
」
と
修
正
の
う
え
採
ら
れ
て

い
る
。

７　

詠
歌
之
大
概
抄　

柳
原
資
定
筆
（『
手
鑑
萬
代
帖
』
の
う
ち
）

 

永
禄
十
一
年
写　

一
紙　

山
口
市
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵

　

藤
原
定
家
の
歌
論
書
『
詠
歌
大
概
』
の
前
半
部
を
「
幽
渓
叟
」
こ
と
柳
原
資

定
が
「
椅
松
軒
」
な
る
人
物
の
需
め
に
応
じ
て
書
き
与
え
た
も
の
。
資
定
は
大

内
義
隆
と
親
し
く
、
天
文
十
四
年
以
降
の
数
年
を
周
防
に
過
ご
し
た
。
資
定
に

「
幽
渓
」
の
号
の
あ
る
こ
と
は
他
に
知
ら
れ
ず
、「
椅
松
軒
」
の
素
性
も
詳
ら
か

に
し
得
な
い
も
の
の
、『
手
鑑
萬
代
帖
』
が
中
国
地
方
の
武
将
の
書
を
多
く
収

載
す
る
こ
と
に
照
ら
せ
ば
、
本
点
は
資
定
が
周
防
滞
在
中
に
伝
受
し
た
可
能
性

も
考
え
ら
れ
る
。

　
『
手
鑑
萬
代
帖
』
は
山
口
市
萬
代
家
の
旧
蔵
、
長
府
毛
利
家
に
伝
来
し
た
鎌

倉
―
江
戸
初
期
の
名
家
書
蹟
六
十
三
点
を
収
め
る
手
鑑
一
帖
で
あ
る
。
古
筆
学

研
究
所
編
集
・
小
松
茂
美
監
修『
手
鑑
萬
代
帖
』（
平
成
十
三
年
、山
口
市
教
育
委
員
会
）

参
照
。

８　

大
内
義
隆
画
像
（
複
製
）

 

掛
幅
装
一
軸　

龍
福
寺
原
蔵

９　

宗
牧
独
吟
連
歌
集

 

永
禄
九
年
写　

枡
型
本
一
帖　

山
口
県
文
書
館
蔵

　

安
部
家
文
書
の
う
ち
。
連
歌
師
宗
牧
は
享
禄
三
―
四
年
に
西
国
下
向
し
、
大

内
義
隆
・
陶
興
房
・
杉
興
相
等
の
連
歌
を
指
導
し
た
（
山
口
県
文
書
館
多
賀
社
文

庫
『
大
内
家
古
実
類
書
』
巻
三
十
一
所
収
『
宗
碩
下
向
於
山
口
興
行
連
歌
』
等
）。
本
書
は
、

大
永
―
天
文
年
間
に
賦
さ
れ
た
宗
牧
の
独
吟
連
歌
集
で
あ
る
。
た
だ
し
、
大
内

氏
も
し
く
は
防
長
両
国
に
直
接
関
係
す
る
作
品
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。奥
に「
句

数
已
上
二
千
百
韻
也
／
永
禄
九
年
刁

九
月
十
四
日
如
本
書
之
、
令
校
合
畢
」
と

あ
り
、
天
文
十
四
年
宗
牧
没
よ
り
わ
ず
か
十
年
後
の
写
本
と
知
ら
れ
る
。
萌
黄

色
地
に
金
銀
紺
糸
の
唐
花
唐
草
鳳
凰
織
紋
様
絹
表
紙
と
、
銀
箔
押
紙
の
見
返
を

有
す
る
瀟
洒
な
造
本
で
、
文
雅
を
好
ん
だ
山
口
道
場
門
前
の
豪
商
安
部
家
の
蔵

書
中
で
も
群
を
抜
い
て
古
い
時
期
の
写
本
に
属
す
る
が
、
そ
の
入
手
経
路
は
明

ら
か
で
な
い
。

　

大
永
三
年
正
月
二
十
三
日
張
行
の
宗
牧
独
吟
千
三
百
韻
（
①
）
を
巻
頭
に
、

天
文
十
二
年
七
月
二
十
九
日
張
行
自
然
斎
（
宗
祇
）
年
忌
何
舟
百
韻
（
②
）、
天

文
十
一
年
五
月
七
日
張
行
何
人
百
韻
（
③
）、
天
文
四
年
五
月
一
日
張
行
何
人

百
韻
（
④
）、
天
文
五
年
六
月
十
五
日
竹
生
島
張
行
独
吟
何
人
百
韻
（
⑤
）、
天

文
十
四
年
二
月
二
十
五
日
北
条
氏
康
邸
張
行
何
人
百
韻
（
⑥
）、
天
文
十
四
年

四
月
十
六
日
張
行
何
舟
百
韻
（
⑦
）、
天
文
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日
張
行
柴

屋
（
宗
長
）
年
忌
何
人
百
韻
（
⑧
）、
天
文
十
年
七
月
二
十
九
日
張
行
宗
祇
年
忌

何
路
百
韻
（
⑨
）
の
、
総
計
二
千
百
韻
を
収
め
る
。
右
の
う
ち
、
②
③
④
⑦
に

一
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つ
い
て
は
他
に
伝
本
を
聞
か
な
い
。
①
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
の
各
百
韻
に
つ
い
て
も
諸

本
の
多
く
が
江
戸
期
の
書
写
に
か
か
る
う
え
、
誤
写
の
少
な
さ
に
鑑
み
て
も
、

安
部
家
文
書
本
は
紛
れ
も
な
い
最
善
本
と
評
せ
よ
う
。

　

以
上
、
上
野
さ
ち
子
「
宗
牧
独
吟
千
句
」（『
山
口
女
子
短
期
大
学
研
究
報
告
』
第

十
三
号
、
昭
和
三
十
五
年
三
月
）、
同
「
安
部
本
宗
牧
独
吟
連
歌
集
」（『
山
口
女
子
短

期
大
学
研
究
報
告
』
第
二
十
二
号
、
昭
和
四
十
二
年
十
二
月
）
参
照
。

10　

老
葉

 

江
戸
時
代
末
期
写　

大
本
一
冊　

山
口
県
文
書
館
蔵

　

安
部
家
文
書
の
う
ち
。
連
歌
師
宗
祇
が
み
ず
か
ら
選
び
自
ら
編
集
し
た
宗
祇

の
第
二
句
集
で
あ
る
。
文
明
十
二
―
十
三
年
の
宗
祇
初
度
山
口
下
向
時
に
詠
ま

れ
た
句
が
豊
富
に
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
大
内
政
弘
に
進
献
す
る
目
的
で
、
文

明
十
三
年
夏
頃
に
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（『
伊
地
知
鐵
男
著
作
集
Ⅰ
〈
宗

祇
〉』、
汲
古
書
院
、
平
成
九
年
）。

　

本
書
は
、
前
半
六
巻
分
を
欠
く
も
の
の
、
本
文
を
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
所

蔵
の
室
町
期
写
本
と
ほ
ぼ
同
じ
く
す
る
初
編
本
系
統
の
一
本
で
あ
る
（
貴
重
古

典
籍
叢
刊
『
宗
祇
句
集
』
湯
野
上
早
苗
解
説
、
角
川
書
店
、
昭
和
五
十
二
年
）。
奥
書
「
四

月
五
日　

伴
太
祐
判
／
光
祐
判
／
出
羽
九
郎
次
郎
」。
添
付
の
石
川
卓
美
メ
モ

に
よ
れ
ば
、
厚
狭
郡
吉
田
の
安
部
家
蔵
本
か
ら
の
転
写
と
い
う
。

　
　
　

二　

山
口
と
連
歌
Ⅱ　

町
衆
の
な
か
へ
―
毛
利
氏
と
そ
の
時
代
―

　

毛
利
元
就
・
隆
元
・
輝
元
の
三
代
も
、
戦
国
武
将
の
例
に
漏
れ
ず
連
歌
を
み

ず
か
ら
嗜
む
と
同
時
に
、
厳
島
神
社
へ
の
深
い
崇
敬
の
念
か
ら
、
同
社
に
寄
進

し
た
天
神
社
で
月
次
連
歌
を
張
行
さ
せ
、
と
き
に
戦
勝
を
祈
願
し
て
は
千
句
や

万
句
の
連
歌
を
奉
納
し
た
。毛
利
氏
の
連
歌
活
動
を
背
後
で
支
え
て
い
た
の
は
、

当
代
随
一
の
連
歌
師
、里
村
紹
巴
で
あ
っ
た
。紹
巴
と
毛
利
氏
と
の
交
流
は
関
ヶ

原
の
戦
以
降
も
継
続
し
、
慶
長
八
―
九
年
に
は
一
子
玄
仍
が
紹
巴
の
名
代
と
し

て
萩
城
築
城
祝
儀
の
連
歌
を
張
行
す
べ
く
、
防
長
両
国
に
下
向
し
て
い
る
。
以

降
、
毛
利
氏
の
連
歌
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
紹
巴
の
子
孫
で
あ
る
里
村
北
家

の
連
歌
師
と
深
い
結
び
つ
き
を
保
っ
た
。

　

元
和
七
年
正
月
二
十
日
、
江
戸
城
に
お
い
て
新
年
を
寿
ぐ
い
わ
ゆ
る
柳
営
連

歌
が
興
行
さ
れ
て
以
来
、
連
歌
は
徳
川
幕
府
年
頭
の
吉
例
行
事
と
な
り
、
そ
の

宗
匠
は
里
村
南
北
両
家
が
代
々
世
襲
し
た
。
慶
安
四
年
四
月
二
十
日
に
徳
川
家

光
が
没
す
る
と
、
慶
安
五
年
か
ら
は
そ
の
忌
日
を
避
け
て
正
月
十
一
日
が
柳
営

連
歌
の
式
日
と
な
る
。
毛
利
家
で
も
萩
城
や
江
戸
藩
邸
で
正
月
二
十
日
に
連
歌

を
興
行
し
て
い
た
が
、
山
口
県
文
書
館
毛
利
家
文
庫
蔵
『
於
江
戸
御
規
式
』
に

よ
れ
ば
、
慶
安
五
年
正
月
か
ら
は
こ
れ
を
十
一
日
に
改
め
て
幕
府
の
式
に
従
っ

て
い
る
。
発
句
に
「
松
」
と
「
梅
」
を
隔
年
交
替
で
詠
み
込
む
の
も
、
柳
営
連

歌
に
準
拠
し
た
し
き
た
り
で
あ
っ
た
。

　

い
っ
ぽ
う
、
萩
御
城
連
歌
の
最
初
期
の
連
衆
の
な
か
に
、
大
内
時
代
以
来
の

山
口
町
衆
、
横
屋
栄
直
・
長
谷
川
休
意
・
納
屋
春
続
等
が
あ
っ
た
。
彼
等
は
、

し
ば
し
ば
、
在
京
中
の
紹
巴
や
玄
仍
に
書
簡
を
通
じ
た
添
削
指
導
を
請
う
て
連

歌
を
学
ん
で
い
る
。
慶
長
―
元
和
期
、
山
口
町
衆
の
連
歌
は
、
毛
利
氏
ゆ
か
り

の
里
村
北
家
の
連
歌
師
の
指
導
の
も
と
に
育
っ
て
い
っ
た
。
山
口
道
場
門
前
の

一
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豪
商
安
部
家
に
は
、
寛
文
―
正
徳
期
の
連
歌
懐
紙
が
多
数
伝
わ
っ
て
い
る
。
神

事
や
年
中
行
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
連
歌
が
、
し
だ
い
に
文
芸
と
し
て
の
側

面
を
つ
よ
め
つ
つ
、
町
衆
の
な
か
に
浸
透
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

11　

毛
利
輝
元
画
像
（
複
製
）

 

掛
幅
装
一
軸　

毛
利
報
公
会
原
蔵

12　

玄
仍
連
歌
巻　

里
村
玄
仍
筆

 
慶
長
八
年
写　

巻
子
本
一
巻　

山
口
県
文
書
館
蔵

　

慶
長
八
年
四
月
二
十
四
日
興
行
の
懐
旧
連
歌
百
韻
懐
紙
を
巻
子
に
仕
立
て
た

も
の
。
発
句
や
脇
句
に
応
じ
た
下
絵
が
金
銀
泥
で
描
か
れ
た
華
麗
な
装
飾
懐
紙

で
、
表
紙
は
木
賊
色
地
菊
花
亀
甲
繋
に
金
糸
唐
草
紋
様
絹
本
、
見
返
は
水
浅
葱

地
に
淡
彩
色
で
松
を
描
い
た
金
泥
霞
引
き
金
切
箔
散
ら
し
。
端
作
「
慶
長
八
年

卯
月
廿
四
日
／
懐
旧
之
連
歌
」
と
し
、
発
句
は
紹
勻
の
「
こ
と
の
葉
に
残
り
て

花
や
夏
木
立
」。
連
衆
は
、
紹
匀
・
玄
仍
・
昌
琢
・
令
・
宗
因
・
玄
仲
・
一
云
・

正
甫
・
寿
閑
・
道
青
・
笠
依
・
宗
志
・
元
通
（
執
筆
）。

　

巻
末
の
添
書
に
よ
れ
ば
、
可
易
・
春
続
・
宗
発
・
尭
栖
・
安
勝
・
政
重
の
山

口
連
衆
六
名
は
、
故
人
某
を
偲
ん
で
懐
旧
の
連
歌
を
興
行
す
べ
く
、
山
口
本
圀

寺
に
参
集
し
て
お
の
お
の
発
句
を
詠
み
、
京
都
の
里
村
玄
仍
に
送
っ
た
。「
詞

に
万
事
世
上
の
体
物
残
候
所
、
珍
候
」
と
の
理
由
で
選
ば
れ
た
宗
発
句
を
発
句

と
し
て
京
都
で
百
韻
を
満
尾
、
玄
仍
み
ず
か
ら
清
書
懐
紙
を
調
え
て
山
口
に
返

送
し
た
と
い
う
。
発
句
の
紹
匀
は
横
屋
栄
直
こ
と
宗
発
の
別
号
か
。
可
易
は
山

口
本
圀
寺
、
尭
栖
は
山
口
妙
泉
寺
の
住
僧
。
安
勝
は
河
瀬
氏
、
春
続
は
納
屋

氏
、
と
も
に
山
口
の
町
衆
で
あ
る
。
政
重
は
横
屋
宗
発
の
弟
子
で
石
見
江
津
の

人
。
当
時
京
都
に
あ
っ
て
玄
仍
と
同
座
を
果
た
し
て
い
る
一
云
は
山
口
今
天
神

の
社
僧
で
（
以
上
、山
口
県
文
書
館
多
賀
社
文
庫
『
山
口
連
歌
師
名
乗
付
其
外
』
等
に
よ
る
）、

彼
等
こ
そ
草
創
期
の
山
口
連
歌
壇
の
連
衆
で
あ
っ
た
。

13　

山
口
多
賀
社
御
祭
礼
御
連
歌
懐
紙

 

江
戸
時
代
初
期
写　

巻
子
本
一
巻　

山
口
県
文
書
館
蔵

　

多
賀
社
文
庫
の
う
ち
。
永
禄
十
二
年
、
大
内
輝
弘
の
山
口
乱
入
に
よ
り
社
殿

を
焼
失
し
た
山
口
多
賀
社
は
、
慶
長
十
五
年
、
毛
利
輝
元
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ

た
（『
防
長
寺
社
由
来
』）。
同
十
九
年
、
当
時
十
三
歳
の
毛
利
就
隆
は
三
十
六
歌

仙
の
和
歌
を
み
ず
か
ら
染
筆
し
て
奉
納
し
、
翌
二
十
年
四
月
二
日
の
正
祭
礼
で

は
、
途
絶
し
て
い
た
法
楽
連
歌
も
再
興
し
た
と
い
う
。
本
書
に
は
、
江
戸
時
代

初
期
、
山
口
多
賀
社
の
祭
礼
に
際
し
て
奉
納
さ
れ
た
法
楽
連
歌
百
韻
の
懐
紙
断

簡
三
種
を
収
め
る
。
紺
地
に
銀
糸
鳳
凰
丸
紋
様
絹
本
表
紙
は
近
年
の
改
装
。

　
「
を
し
鴨
の
」百
韻
断
簡
は
、初
折
欠
。黄
蘗
色
染
紙
の
連
歌
懐
紙
で
、連
衆
は
、

成
・
氏
女
・
午
歳
・
辰
歳
・
刁
歳
・
子
歳
・
桃
・
就
隆
・
玄
仲
・
休
意
・
義
次
・

応
昌
・
俊
賀
・
安
元
・
重
保
・
宗
琢
・
賞
白
・
定
利
・
厚
敬
・
隆
哲
・
安
信
・

清
次
（
執
筆
）。「
成
」
は
初
代
萩
藩
主
毛
利
秀
就
の
一
字
名
で
、「
午
歳
」
は
毛

利
輝
元
室
清
光
院
、「
子
歳
」
は
秀
就
室
龍
昌
院
（『
防
長
寺
社
由
来
』）。
就
隆
ま

で
は
各
一
句
の
出
句
で
、
毛
利
一
族
の
句
は
里
村
玄
仲
の
代
作
に
か
か
る
と
推

定
さ
れ
る
。
高
野
山
興
山
寺
の
応
昌
や
信
州
飯
田
藩
初
代
藩
主
で
武
家
歌
人
の

脇
坂
安
元
等
、
当
代
一
流
の
連
歌
作
者
が
出
座
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
慶
長
―

寛
永
期
、
京
都
も
し
く
は
江
戸
で
興
行
さ
れ
た
あ
と
、
山
口
多
賀
社
に
送
ら
れ

た
一
巻
で
あ
ろ
う
。

一
〇
八



　
「
苅
つ
く
す
」
百
韻
断
簡
は
、
初
折
お
よ
び
名
残
折
欠
。
料
紙
奉
書
紙
。
見

せ
消
ち
修
正
が
あ
る
。
連
衆
は
、
宗
達
・
玄
祥
・
元
可
・
就
近
・
高
重
・
就
全
・

意
安
・
玄
春
・
就
重
・
三
折
・
清
次
・
就
貞
・
就
由
。
正
保
―
寛
文
期
の
興
行
か
。

　
「
霞
汲
」
百
韻
断
簡
は
、
初
折
欠
。
料
紙
奉
書
紙
。
連
衆
は
、
頼
盛
・
昌
悦
・

就
幸
・
就
辰
・
就
全
・
印
左
・
清
閑
・
三
折
・
宗
隣
・
玄
寄
・
就
信
・
執
筆
。

正
保
―
寛
文
期
の
興
行
か
。

14　

賦
山
何
連
歌
懐
紙　

里
村
玄
仲
筆

 
元
和
八
年
写　

連
歌
懐
紙
一
冊　

個
人
蔵

　

元
和
八
年
七
月
十
八
日
興
行
連
歌
百
韻
の
懐
紙
。
毎
月
十
八
日
に
興
行
さ
れ

て
い
た
毛
利
家
月
次
連
歌
の
一
で
、
句
に
詠
み
込
ま
れ
た
素
材
を
金
銀
泥
の
下

絵
に
描
き
、
宗
匠
玄
仲
が
清
書
し
た
装
飾
懐
紙
の
尤
品
で
あ
る
。
包
紙
表
書
の

墨
書
「
第
一
」
は
千
句
の
一
部
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
か
に
見
え
る
が
、

未
詳
。
包
紙
裏
に
は
連
衆
の
句
上
を
計
上
し
た
あ
と
が
認
め
ら
れ
、
さ
ら
に
未

詳
鑑
定
家
に
よ
る
連
歌
師
玄
仲
筆
を
証
す
る
極
札
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。

　

端
作
「
元
和
八
年
七
月
十
八
日
」、賦
物
「
賦
山
何
連
歌
」
と
し
、発
句
は
「
成
」

こ
と
当
主
毛
利
秀
就
の
「
久
か
た
の
空
に
心
や
夜
半
の
月
」。
連
衆
は
、
成
（
毛

利
秀
就
）・
本
（
毛
利
輝
元
）・
松
寿
・
午
歳
（
輝
元
室
清
光
院
）・
氏
女
・
子
歳
（
秀

就
室
龍
昌
院
）・
御
千
代
・
就
隆
・
於
長
・
伊
勢
宮
・
長
松
・
玄
仲
・
紹
三
・
以
節
・

及
佐
・
可
心
・
元
与
・
元
助
・
正
純
・
就
次
・
重
従
・
了
佐
・
信
良
・
清
次
（
執
筆
）。

包
紙
裏
の
句
上
で
は
一
巡
冒
頭
十
一
名
の
句
は
「
御
作
代　

十
一
句
」
と
纏
め

ら
れ
、
毛
利
一
族
の
句
は
玄
仲
の
代
作
に
か
か
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

15　

懐
旧
之
連
歌
懐
紙

 

正
徳
三
年
写　

連
歌
懐
紙
一
冊　

個
人
蔵

　

正
徳
三
年
三
月
十
四
日
興
行
懐
旧
連
歌
百
韻
の
懐
紙
。
上
青
下
紫
の
打
曇
懐

紙
に
清
書
さ
れ
て
い
る
。
本
点
と
16
を
収
め
る
包
紙
の
表
書
に
「
上
／
小
倉
尚

斎
」
と
あ
り
、
興
行
主
は
享
保
四
年
に
萩
藩
校
明
倫
館
の
初
代
学
頭
と
な
る
実

操
こ
と
小
倉
尚
斎
で
あ
る
。
尚
斎
の
祖
実
澄
は
近
江
国
蒲
生
郡
佐
久
良
城
主
に

し
て
『
新
撰
菟
玖
波
集
』
作
者
で
も
あ
っ
た
が
、
尚
斎
の
父
の
代
に
毛
利
氏
の

傘
下
に
降
っ
た
。儒
を
本
業
と
し
朝
鮮
通
信
使
と
の
唱
和
も
果
た
し
た
尚
斎
が
、

一
面
、
和
歌
・
連
歌
に
も
通
じ
、
里
村
家
連
歌
師
と
交
友
し
た
こ
と
が
知
ら
れ

て
興
味
深
い
。

　

端
作
「
正
徳
三
年
三
月
十
四
日
／
懐
旧
之
連
歌
」
と
し
、
発
句
は
里
村
昌
純

の
「
三
年
も
や
な
く
は
一
声
不
如
帰
」。
連
衆
は
、
昌
純
・
実
操
・
其
阿
・
仍
民
。

各
自
二
十
句
ず
つ
付
け
る
。

16　

夢
想
之
連
歌
懐
紙

 

享
保
三
年
写　

連
歌
懐
紙
一
冊　

個
人
蔵

　

享
保
三
年
九
月
吉
日
興
行
夢
想
連
歌
百
韻
の
懐
紙
。
上
青
下
紫
の
打
曇
懐
紙

に
清
書
さ
れ
て
い
る
。
包
紙
は
15
に
同
じ
。

　

端
作
「
享
保
三
戌

年
九
月
吉
日
／
夢
想
之
連
歌
」
と
し
、
夢
想
句
「
卯
花
や

桜
が
後
の
白
が
さ
ね
」。
連
衆
は
、
実
操
（
小
倉
尚
斎
）・
惣
代
・
信
政
・
信
円
・

栄
長
・
時
一
・
祐
重
・
昌
築
・
執
筆
。

17　

賦
何
木
連
歌
百
韻
懐
紙

 

寛
文
四
年
写　

連
歌
懐
紙
一
冊　

山
口
県
文
書
館
蔵

　

安
部
家
文
書
の
う
ち
。
寛
文
四
年
五
月
吉
日
興
行
連
歌
百
韻
の
懐
紙
。
料
紙

一
〇
九



は
素
紙
で
、
全
紙
に
わ
た
っ
て
字
句
訂
正
の
書
き
込
み
が
細
か
く
施
さ
れ
て
お

り
、
当
座
も
し
く
は
直
後
の
修
正
を
反
映
し
た
原
懐
紙
と
見
ら
れ
る
。

　

山
口
道
場
門
前
の
豪
商
で
山
口
町
の
大
年
寄
を
つ
と
め
た
安
部
家
に
は
、
寛

文
―
明
治
期
の
連
歌
懐
紙
十
三
編
が
伝
わ
る
（
尾
崎
千
佳「
安
部
家
連
歌
懐
紙
集
成
」、

『
や
ま
ぐ
ち
学
の
構
築
』
第
一
号
・
第
二
号
、
平
成
十
七
年
三
月
・
平
成
十
八
年
三
月
）。
本

点
は
そ
の
最
古
の
作
品
で
、
神
事
や
行
事
と
し
て
の
そ
れ
で
は
な
く
、
文
芸
と

し
て
の
連
歌
が
、
山
口
町
衆
の
間
で
こ
の
頃
か
ら
試
み
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
知

る
。

　

端
作
「
寛
文
四
年
五
月
吉
日
」、
賦
物
「
賦
何
木
連
歌
」
と
し
、
発
句
は
未

戚
の
「
豊
な
る
世
に
や
あ
ふ
ち
の
花
の
宿
」。
連
衆
は
、
未
戚
・
了
知
・
道
順
・

好
勝
・
了
笆
・
政
嘉
・
可
保
・
道
磐
・ 

宗
也
・
良
尊
・
執
筆
。

18　

賦
何
人
連
歌
百
韻
懐
紙

 

貞
享
五
年
写　

連
歌
懐
紙
一
冊　

山
口
県
文
書
館
蔵

　

安
部
家
文
書
の
う
ち
。
貞
享
五
年
十
月
十
九
日
興
行
連
歌
百
韻
の
懐
紙
。
上

青
下
紫
の
打
曇
料
紙
に
、
桐
・
小
菊
・
梅
花
・
桜
花
紋
様
を
青
色
で
艶
出
し
し

た
装
飾
懐
紙
を
用
い
る
。

　

端
作
「
貞
享
五
年
十
月
十
九
日
」、
賦
物
「
賦
何
人
連
歌
」
と
し
、
発
句
は

信
貞
の
「
か
へ
る
さ
の
山
づ
と
に
せ
む
木
葉
か
な
」。
連
衆
は
、
信
貞
・
宗
英
・

三
省
・
包
忠
・
良
正
・
成
重
・
貞
式
・
好
久
・
貞
之
。
発
句
の
信
貞
と
脇
句
の

宗
英
は
安
部
家
の
人
。
貞
享
―
正
徳
期
、
安
部
家
で
は
和
歌
・
連
歌
の
雅
文
芸

を
よ
く
し
た
。

19　

賦
唐
何
連
歌
百
韻
懐
紙

 

元
禄
三
年
写　

連
歌
懐
紙
一
冊　

山
口
県
文
書
館
蔵

　

安
部
家
文
書
の
う
ち
。
元
禄
三
年
七
月
二
十
七
日
興
行
連
歌
百
韻
の
懐
紙
。

上
青
下
紫
の
打
曇
料
紙
に
金
泥
で
松
竹
・
水
辺
等
の
下
絵
を
描
い
た
豪
華
な
装

飾
懐
紙
に
清
書
さ
れ
て
い
る
。

　

端
作
「
元
禄
三
年
七
月
念
七
」、
賦
物
「
賦
唐
何
連
歌
」
と
し
、
発
句
は
里

村
昌
陸
の
「
涼
し
さ
は
人
の
心
を
は
じ
め
哉
」。
広
島
大
学
図
書
館
蔵
『
龢
漢

聯
珠
』（
江
戸
時
代
中
期
写
、
横
本
一
冊
）
所
収
本
の
端
作
に
「
元
禄
三
年
七
月
廿

七
日
／
於
京
洛
安
部
氏
亭
会
」
と
あ
り
、
安
部
家
の
京
屋
敷
で
興
行
さ
れ
た
こ

と
が
知
ら
れ
、
昌
陸
発
句
は
安
部
宗
英
の
清
新
な
心
意
気
に
対
す
る
挨
拶
句
と

解
せ
よ
う
。
連
衆
は
、
昌
陸
・
方
盛
・
宗
英
・
直
条
・
昌
億
・
了
瑄
・
由
純
・

昌
純
・
信
貞
・
昌
勃
（
執
筆
）。
昌
陸
・
昌
億
・
昌
純
・
昌
勃
の
里
村
南
家
連
歌

師
、
奥
州
仙
台
藩
主
伊
達
綱
村
に
仕
え
た
連
歌
師
石
井
了
瑄
、
昌
純
門
の
連
歌

作
者
黒
川
由
純
等
、
都
の
著
名
な
連
歌
師
・
連
歌
作
者
を
招
い
た
晴
の
連
歌
会

で
、
当
時
の
安
部
家
の
豪
奢
を
偲
ば
せ
る
。

20　

賦
花
之
何
連
歌
百
韻
懐
紙

 

明
治
二
年
写　

連
歌
懐
紙
一
冊　

山
口
県
文
書
館
蔵

　

安
部
家
文
書
の
う
ち
。
明
治
二
年
四
月
一
日
興
行
連
歌
百
韻
の
懐
紙
。
料
紙

は
素
紙
。

　

安
部
家
の
連
歌
は
享
保
二
年
二
月
十
八
日
興
行
夢
想
漢
和
聯
句
を
最
後
に
途

絶
え
、
明
和
年
間
以
降
、
同
家
の
文
芸
は
美
濃
派
俳
諧
に
移
行
す
る
が
、
約
百

五
十
年
を
隔
て
た
明
治
期
初
頭
、宗
敬
・
宗
賀
の
代
に
連
歌
復
興
の
気
運
が
あ
っ

た
模
様
で
、
本
点
を
含
む
三
編
の
明
治
期
連
歌
懐
紙
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

一
一
〇



　

端
作
「
明
治
二
年
四
月
朔
日
」、
賦
物
「
賦
花
之
何
連
歌
」
と
し
、
発
句
は

磐
作
の
「
山
口
の
茂
り
移
す
や
祇
の
園
」。
連
衆
は
、
磐
作
・
宗
敬
・
宗
賀
・

宗
朋
・
英
直
・
守
英
・
正
英
・
英
知
・
朝
英
・
光
甫
・
光
福
・
光
成
・
惣
代
・

執
筆
。

　
　
　

三　

山
口
と
俳
諧　

美
濃
派
の
伝
来
と
広
が
り

　

江
戸
時
代
初
期
、
上
方
を
中
心
に
興
っ
た
俳
諧
連
歌
は
地
方
に
も
伝
播
し
、

中
国
地
方
で
は
山
陽
道
に
沿
っ
た
地
域
を
中
心
に
俳
壇
が
育
っ
て
ゆ
く
が
、
山

口
で
は
や
や
遅
れ
、
江
戸
時
代
後
期
に
至
っ
て
よ
う
や
く
俳
壇
が
成
立
し
た
。

貞
享
―
享
保
期
に
は
連
歌
を
中
心
と
し
て
い
た
安
部
家
の
文
芸
が
、
明
和
―
寛

政
期
に
な
る
と
美
濃
派
俳
諧
に
切
り
替
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
、
俳
壇
成
立
の
徴

証
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
安
部
家
に
お
け
る
連
歌
か
ら
俳
諧
へ
の
転
換
の

背
景
に
は
、
俳
諧
の
全
国
的
盛
行
の
み
な
ら
ず
、
同
家
が
そ
の
本
業
に
お
い
て

ど
の
よ
う
に
上
方
の
人
々
と
関
わ
っ
た
か
、
そ
の
頻
度
や
程
度
の
影
響
も
考
え

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
道
統
の
地
方
行
脚
を
前
提
と
し
、
橘
屋
治
兵
衛
と

い
う
専
門
書
肆
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
美
濃
派
俳
諧
は
、
地
方
在
住
の
富
裕
町

人
に
と
っ
て
は
、
近
づ
き
や
す
く
親
し
み
や
す
い
当
代
文
芸
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

か
く
し
て
、
山
口
に
お
け
る
連
歌
と
俳
諧
の
画
期
は
、
上
方
よ
り
お
よ
そ
百

五
十
年
ほ
ど
遅
れ
た
江
戸
時
代
後
期
に
求
め
ら
れ
る
。
安
永
三
年
に
は
美
濃
派

道
統
五
世
の
以
哉
坊
が
、
天
明
二
年
に
は
道
統
以
哉
派
六
世
是
什
坊
の
命
を
受

け
た
百
茶
坊
が
、
文
政
三
年
に
は
道
統
以
哉
派
九
世
友
左
坊
が
、
防
長
両
国
に

来
遊
し
、
徳
山
・
防
府
・
山
口
に
は
町
衆
の
、
岩
国
・
萩
・
長
府
に
は
武
家
中

心
の
美
濃
派
俳
壇
が
形
成
さ
れ
、
幕
末
期
に
か
け
て
発
展
し
た
。
そ
の
な
か
か

ら
、
女
人
な
が
ら
生
涯
を
旅
に
送
り
独
自
の
交
友
圏
を
築
き
あ
げ
る
田
上
菊
舎

や
、
蕉
風
俳
諧
研
究
の
大
著
を
成
す
原
田
曲
斎
の
よ
う
な
全
国
に
著
名
な
俳
人

も
輩
出
さ
れ
た
。

21　

鴻
嶺
下

 

明
和
六
年
刊　

横
本
一
冊　

山
口
県
文
書
館
蔵

　

安
部
家
文
書
の
う
ち
。
現
存
最
古
の
山
口
美
濃
派
の
俳
諧
刷
物
で
、
明
和
六

年
の
歳
旦
お
よ
び
春
興
句
を
集
め
た
春
帖
で
あ
る
。
高
嶺
の
山
麓
に
あ
っ
た
も

と
道
場
門
前
の
薬
種
商
、
宮
武
氏
紫
蓼
園
壺
外
の
別
荘
に
ち
な
み
「
鴻
嶺
下
」

と
題
さ
れ
た
山
口
美
濃
派
刷
物
は
、
明
和
六
年
か
ら
寛
政
二
年
ま
で
の
十
六
編

が
現
存
す
る
。鳥
の
子
の
料
紙
を
用
い
た
同
一
体
裁
の
横
本
ま
た
は
一
枚
刷
に
、

表
紙
は
篆
書
体
で
「
鴻
嶺
下
」「
周
防
」「
周
防
山
口
高
嶺
下
」「
高
嶺
下
」
と

大
き
く
摺
り
出
し
た
簡
素
な
意
匠
で
、
全
編
が
京
都
橘
屋
治
兵
衛
の
板
行
に
か

か
る
。

　

本
点
は
紅
白
の
水
引
で
綴
じ
ら
れ
て
お
り
、
外
題
「
鴻
嶺
下
」、
端
作
「
明

和
六
丑
の
と
し
／
防
西
山
口
連
中
」。
巻
頭
の
歳
旦
発
句
は
壺
外
の
「
改
て
迎

ふ
気
に
ま
た
年
ひ
と
つ
」、
巻
軸
の
歳
暮
発
句
も
壺
外
の
「
ひ
と
り
年
に
ふ
り

に
し
軒
の
煤
掃
か
ん
」
で
あ
る
。
連
衆
は
、
一
歩
亭
素
文
こ
と
安
部
四
郎
右
衛

門
俊
英
の
他
、
独
笑
・
一
葉
・
大
車
・
如
舟
・
左
琴
等
。
壺
外
と
素
文
は
美
濃

派
道
統
以
哉
派
六
世
の
是
什
坊
に
師
事
し
、
山
口
俳
壇
の
中
心
的
人
物
で
あ
っ

た
（
原
田
由
衣
「
近
世
後
期
に
お
け
る
山
口
俳
壇
の
形
成
」、『
山
口
国
文
』
第
三
十
六
号
、

一
一
一



平
成
二
十
五
年
三
月
）。

22　

鴻
嶺
下

 

明
和
九
年
刊　

横
本
一
冊　

山
口
県
文
書
館
蔵

　

安
部
家
文
書
の
う
ち
。金
箔
押
紙
の
平
水
引
で
綴
じ
、外
題「
鴻
峰
」。端
作「
明

和
九
辰
歳
／
周
防
山
口
」
と
し
、
巻
頭
の
歳
旦
発
句
は
紫
蓼
園
壺
外
の
「
し
つ

か
り
と
歯
固
の
餅
い
た
ゞ
か
ん
」、
巻
軸
の
歳
暮
発
句
も
壺
外
の
「
棚
つ
つ
て

恵
方
待
ば
や
と
し
用
意
」。
連
衆
は
、
安
部
素
文
の
他
、
琴
露
・
貫
里
・
左
丈
・

素
明
・
桂
兔
・
蘭
雨
・
之
流
・
梅
之
・
梨
更
・
花
放
・
猶
杪
・
一
葉
・
左
琴
等
。

23　

高
嶺
下

 

天
明
八
年
刊　

横
本
一
冊　

山
口
県
文
書
館
蔵

　

安
部
家
文
書
の
う
ち
。
金
箔
押
紙
の
平
水
引
で
綴
じ
、
外
題
「
高
嶺
下
」。

端
作
「
天
明
八
戊
申
の
と
し
／
周
防
山
口
」
と
し
、
巻
頭
の
歳
旦
発
句
は
壺
外

の
「
自
然
と
の
ぬ
る
み
感
じ
て
初
手
水
」、
巻
軸
の
歳
暮
発
句
も
壺
外
の
「
目

鑑
入
ら
ず
こ
と
し
も
尽
ぬ
古
暦
」。
連
衆
は
、
安
部
素
文
の
他
、
桃
巴
・
其
宥
・

緩
花
・
瓢
風
・
素
遊
・
暁
烏
・
蟠
路
・
蘭
葩
・
梨
更
・
貫
里
等
。

24　

高
嶺
下

 

天
明
九
年
刊　

横
本
一
冊　

山
口
県
文
書
館
蔵

　

安
部
家
文
書
の
う
ち
。
金
箔
押
紙
の
平
水
引
で
綴
じ
、
外
題
「
高
嶺
下
」。

端
作
「
天
明
九
己
酉
歳
／
周
防
山
口
」
と
し
、
巻
頭
の
歳
旦
発
句
は
其
意
窟
素

文
の
「
魁
の
初
日
む
か
え
つ
東
か
な
」、
巻
軸
の
歳
暮
発
句
は
彩
蓼
散
人
壺
外

の
「
明
る
春
た
の
し
み
に
と
し
守
る
夜
か
な
」。
連
衆
は
、
無
苟
・
度
江
・
其
酔
・

如
鶴
・
壺
猷
・
冲
羽
・
素
風
・
貫
里
・
右
琴
・
東
水
・
志
逸
・
其
宥
・
桃
巴
・

梨
更
等
。

25　

蕉
門
歳
旦
三
物

 

寛
政
六
年
刊　

横
本
三
冊　

個
人
蔵

　

美
濃
派
俳
書
の
専
門
書
肆
橘
屋
治
兵
衛
が
寛
政
六
年
に
刊
行
し
た
諸
国
の

歳
旦
帖
を
集
成
し
た
書
。
縹
色
無
地
表
紙
の
中
央
に
刷
外
題
簽
「
□（
蕉
）門
歳
旦
三

物
／
次
第
□（
不
同
）□
」（
第
一
冊
）
を
貼
付
し
、
各
冊
本
文
冒
頭
右
下
に
「
此
主
」
と

朱
書
し
て
瓢
箪
型
朱
印
「
石
州
／
神
原
／
遊
仙
楼
」
を
捺
す
。

　

第
一
冊
に
は
美
濃
・
伊
勢
・
伊
賀
・
三
河
・
讃
岐
・
阿
波
・
土
佐
・
浪
華
・

播
磨
、
第
二
冊
に
は
備
前
・
石
見
・
周
防
・
長
門
・
豊
前
・
筑
前
・
肥
前
・
肥

後
・
日
向
、
第
三
冊
に
は
越
前
・
越
後
・
羽
前
・
下
総
・
出
羽
・
京
都
・
近
江
・

紀
伊
各
国
の
諸
地
域
に
お
け
る
寛
政
六
年
歳
旦
帖
を
収
め
る
。
美
濃
派
を
中
心

に
伊
勢
派
・
雪
門
・
惟
然
門
等
、
蕉
門
諸
派
の
歳
旦
が
含
ま
れ
て
お
り
、
寛
政

六
年
当
時
の
全
国
的
な
俳
壇
状
況
を
見
渡
し
得
て
貴
重
。
防
長
両
国
で
は
、
徳

山
・
徳
地
・
三
田
尻
・
防
府
・
富
田
・
萩
・
長
府
・
豊
浦
・
赤
間
関
の
美
濃
派

の
歳
旦
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

26　

防
府

 

寛
政
六
年
刊　

横
本
一
冊　

山
口
県
文
書
館
蔵

　

安
部
家
文
書
の
う
ち
。
観
龍
亭
東
水
率
い
る
周
防
三
田
尻
美
濃
派
の
寛
政
六

年
春
帖
。
25
中
に
同
一
の
春
帖
を
収
め
る
。

　

金
箔
押
紙
の
平
水
引
で
綴
じ
、
外
題
「
防
府
」。
端
作
「
寛
政
六
甲
寅
歳　

周
防
三
田
尻
」
と
し
、
巻
頭
の
歳
旦
発
句
は
東
水
の
「
ど
ち
ら
で
も
連
に
任
せ

む
恵
方
道
」、
巻
軸
は
江
戸
在
府
中
萩
住
信
我
の
「
元
と
木
見
て
お
の
お
の
芽

一
一
二



張
る
柳
か
な
」。
連
衆
は
、
帰
一
・
箸
水
・
甫
竹
・
百
囀
・
里
狂
・
自
意
・
愚
公
・

阿
寂
・
琴
和
・
不
貫
等
。

27　

長
関

 

寛
政
六
年
刊　

横
本
一
冊　

山
口
県
文
書
館
蔵

　

安
部
家
文
書
の
う
ち
。
桃
葉
園
蓁
之
率
い
る
長
州
赤
間
関
の
美
濃
派
の
寛
政

六
年
春
帖
。
25
中
に
同
一
の
春
帖
を
収
め
る
。

　

紅
白
水
引
で
綴
じ
、外
題「
長
関
」。端
作「
寛
政
六
甲

寅
／
長
州
赤
間
関
」と
し
、

巻
頭
の
歳
旦
発
句
は
蓁
之
の
「
門
松
や
い
づ
れ
和
ら
ぐ
国
の
風
」、
巻
軸
の
歳

暮
発
句
は
博
和
房
の「
春
さ
ら
に
月
の
ひ
か
り
や
雪
の
う
へ
」。
連
衆
は
、水
応
・

巴
水
・
可
作
・
淇
水
・
洞
秋
・
奇
梅
・
砂
笛
・
甲
衣
・
古
秀
・
奇
柳
・
三
省
・

雨
柳
・
烏
笑
・
巳
斗
・
松
甫
・
綺
江
等
。

28　

不
惑
賀

 

宝
暦
十
三
年
刊　

中
本
一
冊　

山
口
県
文
書
館
蔵

　

安
部
家
文
書
の
う
ち
。
大
和
綴
表
紙
の
中
央
に
外
題
を
「
不
惑
賀
／
山
口
雪

洞
庵
」
と
打
ち
付
け
に
刷
り
出
す
。
内
題
「
初
老
」。
竹
葉
画
中
央
に
「
初
老
」

の
二
字
を
刷
り
こ
ん
だ
書
袋
と
と
も
に
伝
わ
る
孤
本
。

　

山
口
の
雪
洞
庵
湖
天
の
四
十
賀
を
祝
し
て
編
ま
れ
た
俳
書
。湖
天
は
半
井
氏
、

医
を
以
て
萩
藩
に
仕
え
た
が
、京
都
遊
学
時
代
に
仏
・
茶
・
俳
諧
の
諸
道
に
接
し
、

琴
棋
書
画
に
も
精
通
し
て
い
た
と
い
う
。
不
惑
を
迎
え
て
医
業
を
廃
し
、
風
流

三
昧
の
生
活
に
入
っ
た
。

　

十
百
庵
老
人
の
耳
順
に
湖
天
の
初
老
を
あ
わ
せ
て
百
歳
の
寿
を
祝
し
た
半
歌

仙
と
、
各
俳
家
に
よ
る
賀
吟
三
十
八
章
を
収
め
る
。
山
口
の
安
部
素
文
、
嘉
川

の
其
夕
、
宮
市
の
白
扇
、
宇
部
の
温
故
、
萩
の
恕
風
・
嵐
阿
等
の
防
長
俳
人
の

他
、
京
都
の
蝶
夢
、
広
島
の
風
律
、
筑
前
の
諸
九
・
杏
雨
等
の
野
坡
門
大
家
も

発
句
を
寄
せ
て
い
る
。
刊
記
を
欠
き
、
序
文
中
に
も
年
次
は
示
さ
れ
て
い
な
い

が
、巻
軸
発
句
を
詠
む
杏
雨
の
肩
書
に
「
七
十
七
叟
」
と
あ
っ
て
注
目
さ
れ
る
。

杏
雨
は
明
和
元
年
閏
十
二
月
に
七
十
八
歳
で
没
し
て
い
る
か
ら
（
大
内
初
夫
「
俳

人
青
陽
堂
山
崎
杏
雨
」、『
福
岡
県
史 

近
世
研
究
編
』、
昭
和
六
十
二
年
）、
本
書
の
刊
年
は

宝
暦
十
三
年
と
定
め
ら
れ
る
（
田
中
道
雄
氏
示
教
）。

29　

芭
蕉
百
回
忌
募
句
ち
ら
し

 

寛
政
五
年
刊　

一
枚
刷　

山
口
県
文
書
館
蔵

　

安
部
家
文
書
の
う
ち
。
寛
政
五
年
の
四
月
十
一
日
、
南
都
蕉
門
の
鼻
中
庵
社

中
の
志
願
に
よ
っ
て
、
同
所
元
興
寺
の
境
内
に
「
菊
の
香
や
な
ら
に
は
古
き
仏

達
」
の
芭
蕉
発
句
を
正
面
に
彫
り
つ
け
た
菊
塚
が
建
立
さ
れ
た
。
本
点
は
、
八

月
十
二
日
の
菊
供
養
、
十
月
十
二
日
の
芭
蕉
百
回
忌
執
行
を
前
に
、
西
日
本
の

美
濃
派
俳
人
に
芭
蕉
追
福
句
を
募
っ
た
ち
ら
し
で
あ
る
。
投
句
を
も
と
に
追
善

集
を
刊
行
す
る
計
画
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
一
句
に
つ
き
一
匁
の
投
句
料
を
求
め

つ
つ
、
二
句
以
上
の
投
句
者
に
は
板
本
一
冊
を
進
呈
す
る
と
断
っ
て
い
る
。

　
「
取
次
」
と
し
て
京
都
の
斗
雪
、尼
崎
の
喜
斎
、山
城
の
東
塘
、桜
井
の
素
糸
・

車
蓋
、
伊
丹
の
東
瓦
、
伊
賀
の
一
枝
、
今
井
の
魯
郷
、
伏
見
の
不
酔
、
高
砂
の

希
舟
、
江
州
の
暁
宇
、
郡
山
の
百
之
、
大
津
の
騏
道
、
赤
穂
の
双
魚
、
豊
前
の

祇
川
、
筒
井
の
羽
石
、
大
坂
の
一
瓢
庵
、
備
前
の
素
友
、
長
崎
の
梅
亭
、
南
都

の
緩
駕
・
眉
山
、
防
州
の
素
文
、
吉
野
の
可
翠
・
一
洞
・
和
楽
、
長
州
の
聴
松

庵
、
初
瀬
の
三
楽
、
以
上
二
十
三
地
域
二
十
七
名
の
名
前
が
あ
が
っ
て
い
る
。

一
一
三



防
州
俳
人
の
募
句
取
次
を
果
た
し
て
い
た
安
部
素
文
は
、
周
防
美
濃
派
の
中
心

人
物
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
末
尾
に
「
京
都
二
条
寺
丁
書
坊　

橘
治
」
と
あ

り
、
一
連
の
事
業
を
美
濃
派
俳
諧
の
専
門
書
肆
橘
屋
治
兵
衛
が
後
援
し
て
い
た

こ
と
も
判
明
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
と
き
建
立
さ
れ
た
菊
塚
は
、
奈
良
市
木
辻
町
の
称
念
寺
境
内
に

現
存
す
る
と
い
う
（
石
川
真
弘
氏
示
教
）。

30　

菊
舎
牡
丹
画
賛
幅　

田
上
菊
舎
筆

 

文
政
九
年
頃
写　

掛
幅
装
一
幅　

山
口
県
立
山
口
博
物
館
蔵

　

豊
浦
郡
田
耕
村
に
生
ま
れ
、
萩
藩
士
羽
仁
寛
（
俳
号
其
音
）
を
介
し
て
美
濃

派
道
統
是
什
坊
の
門
に
入
っ
た
田
上
菊
舎
は
、
諸
国
を
旅
し
て
諸
芸
に
遊
び
、

公
家
・
武
家
・
儒
者
・
文
人
と
幅
広
く
交
際
し
た
。
本
点
は
、
新
茶
贈
呈
に
対

す
る
返
礼
と
し
て
菊
舎
が
筆
を
揮
っ
た
牡
丹
の
画
賛
で
あ
る
。
上
野
さ
ち
子
編

『
田
上
菊
舎
全
集
』（
和
泉
書
院
、
平
成
十
二
年
）
未
収
録
。

　

発
句
は
、「
御
茶
玉
は
り
し
を
謝
し
奉
り
て
」
と
前
書
き
し
、「
あ
ら
た
め
て

牡
丹
に
薫
る
新
茶
か
な　

七
十
五
齢
菊
舎
」。「
七
十
五
齢
」
と
い
う
が
、
菊
舎

は
文
政
九
年
八
月
に
七
十
四
歳
で
没
し
て
い
る
か
ら
、
実
は
七
十
四
歳
時
の
作

と
推
測
さ
れ
る
。
七
十
歳
を
越
え
て
落
款
に
年
齢
を
加
え
る
こ
と
が
多
く
な
っ

た
菊
舎
に
、「
七
十
四
齢
」
と
す
る
落
款
は
一
例
も
な
い
と
い
う
（
真
鍋
聡
「
菊

舎
の
落
款
に
つ
い
て
」、『
菊
舎
研
究
ノ
ー
ト
』
第
六
号
、
平
成
二
十
三
年
四
月
）。
忌
み
数

と
し
て
四
の
字
を
避
け
た
も
の
か
。

31　

菊
舎
真
蹟
由
郡
送
別
文　

田
上
菊
舎
筆

 

江
戸
時
代
後
期
写　

掛
幅
装
一
幅　

山
口
県
立
山
口
博
物
館
蔵

　

菊
舎
の
父
田
上
由
永
は
、
天
明
四
年
正
月
、
長
府
藩
御
書
物
方
を
退
役
し
、

姓
を
本
荘
、
名
を
了
佐
と
改
め
、
同
藩
に
侍
医
と
し
て
再
出
仕
し
た
（
上
野
さ

ち
子
「
田
上
菊
舎
年
譜
」、『
田
上
菊
舎
全
集
』）。
由
郡
は
徳
山
か
ら
本
荘
家
に
養
子

に
入
り
、
了
佐
の
名
跡
と
医
業
を
継
承
し
た
菊
舎
の
義
弟
。
本
点
は
、
医
学
修

行
に
出
る
由
郡
に
菊
舎
が
送
別
の
詩
と
俳
諧
発
句
を
書
き
与
え
た
懐
紙
で
あ

る
。『
田
上
菊
舎
全
集
』
未
収
録
。

　
「
送
別
」
と
題
し
て
「
出
門
芳
草
美
、
臨
別
復
何
言
、
冷
曖
上
池
水
、
待
君

正
可
存
」
の
五
言
絶
句
を
三
行
書
き
に
配
し
、
続
け
て
「
友
と
し
て
益
有
の
そ

の
ひ
と
つ
と
は
、
い
づ
れ
の
文
に
か
聞
へ
侍
り
し
。
く
す
師
の
み
ち
学
び
て
ん

と
旅
立
給
ふ
由
郡
ぬ
し
を
送
別
し
て
」
と
前
書
き
し
て
、
発
句
「
撰
び
行
百
草

の
余
の
花
の
香
も　

一
字
庵
」。

32　

菊
舎
画
翠
竹
賛
蘭
菊
図　

田
上
菊
舎
筆

 

文
政
六
年
写　

掛
幅
装
一
幅　

山
口
市
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵

　

長
府
藩
十
一
代
藩
主
毛
利
元
義
は
、
漢
詩
・
和
歌
・
狂
歌
・
画
・
作
陶
・
音

曲
の
諸
芸
を
操
る
才
人
で
、
梅
門
の
号
で
俳
諧
に
も
遊
び
、
菊
舎
と
互
い
の
立

場
を
越
え
た
深
い
交
わ
り
を
結
ん
だ
。
翠
竹
は
そ
の
侍
女
で
桂
氏
、
笛
・
詩
・

書
に
通
じ
て
い
た
と
い
う
（
上
野
さ
ち
子
「
人
名
・
寺
院
名
注
」、『
田
上
菊
舎
全
集
』）。

本
点
は
、
菊
舎
画
の
蘭
菊
図
に
翠
竹
が
「
権
秀
三
秋
晩
、
開
芳
十
楽
中
」
と
の

賛
詩
を
寄
せ
た
作
品
で
、「
七
十
一
菊
舎
」
の
落
款
に
よ
り
、
文
政
六
年
の
成

立
と
知
ら
れ
る
。『
田
上
菊
舎
全
集
』
未
収
録
。

33　

観
翠
舎
記

 

江
戸
時
代
後
期
写　

巻
子
本
二
巻　

個
人
蔵

一
一
四



　

周
防
都
濃
郡
須
々
万
（
現
山
口
県
周
南
市
）
の
城
重
賢
が
緑
山
に
構
え
た
屋
敷

「
観
翠
舎
」
を
め
ぐ
る
書
画
詩
文
集
。
近
年
改
装
の
巻
子
本
二
巻
に
、
安
永
―

天
保
期
に
観
翠
舎
を
訪
れ
た
文
人
墨
客
の
手
に
か
か
る
懐
紙
三
十
一
点
を
収
録

す
る
。

　

重
賢
は
雨
文
の
号
で
俳
諧
を
よ
く
し
た
。
上
巻
に
は
、
徳
山
藩
絵
師
朝
倉
南

陵
が
描
く
緑
山
の
致
景
に
、
徳
山
美
濃
派
鼓
吟
社
三
世
の
雪
筇
仙
が
「
み
ど
り

山
や
花
に
も
は
る
を
奪
は
れ
ず
」
の
俳
諧
発
句
を
寄
せ
た
画
賛
が
含
ま
れ
る
。

下
巻
に
は
、
文
政
三
年
四
月
、
観
翠
舎
を
訪
れ
た
美
濃
派
道
統
友
左
坊
が
、
雨

文
の
熱
心
な
俳
諧
修
行
に
感
じ
て
「
鶴
逸
夫
」
の
号
を
授
け
た
一
文
を
は
じ
め

と
す
る
友
左
坊
真
蹟
懐
紙
四
点
等
を
収
め
る
。

34　

五
条
式
板
額　

友
左
坊
筆

 

文
政
三
年
写　

杉
板
一
枚　

山
口
市
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵

　

美
濃
派
俳
諧
の
会
席
の
掟
を
墨
書
し
た
杉
板
。
天
地
三
十
糎
、幅
三
十
六
糎
。

裏
面
左
右
に
設
え
ら
れ
て
い
る
嵌
め
込
み
式
の
溝
は
、
正
式
俳
諧
の
興
行
に
際

す
る
掲
示
の
便
宜
に
設
え
ら
れ
た
も
の
か
。
裏
面
に
「
文
政
三
辰
暮
秋
／
友
左

坊
（
花
押
）」
の
墨
書
が
あ
る
。
道
統
友
左
坊
の
防
長
石
行
脚
記
念
集
『
老
の
旅
』

に
よ
れ
ば
、
文
政
三
年
九
月
当
時
、
友
左
坊
は
三
田
尻
周
遊
中
で
あ
っ
た
か
ら
、

35
と
と
も
に
、
防
府
連
中
に
伝
授
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

表
面
に
は
「
五
条
式
／
一　

諸
礼
停
止
／
一　

小
語
低
声
／
一　

出
合
遠
近

／
一　

一
句
一
直
／
一　

月
花
一
句
／
右
は
、ば
せ
を
の
翁
旧
式
を
増
減
し
て
、

貞
享
式
の
条
目
也
」
と
あ
る
。

35　

俳
諧
饗
応
板
額　

友
左
坊
筆

 

文
政
三
年
写　

杉
板
一
枚　

山
口
市
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵

　

美
濃
派
俳
諧
の
会
席
に
お
け
る
も
て
な
し
の
心
得
を
墨
書
し
た
杉
板
。
天
地

四
十
五
糎
、
幅
二
十
九
・
五
糎
。
34
の
ツ
レ
で
、
裏
面
に
は
上
下
に
嵌
め
込
み

式
の
溝
が
あ
り
、「
文
政
三
辰
暮
秋
／
友
左
坊
（
花
押
）」
と
墨
書
す
る
。

　

表
面
に
は
「
俳
諧
饗
応
／
一
汁
一
菜
た
る
べ
し
。／
右
は
、
倹
約
を
専
ら
と

す
る
に
あ
ら
ず
。
客
の
こ
ゝ
ろ
の
安
か
ら
ん
と
、
あ
る
じ
の
働
き
の
静
か
な
ら

ん
と
を
は
か
り
て
の
掟
と
い
は
む
」
と
あ
る
。
山
寺
芭
蕉
記
念
館
蔵
の
芭
蕉
筆

会
席
掟
は
「
小
語
低
声
」
以
外
の
四
条
を
34
と
同
じ
く
し
、さ
ら
に
末
尾
に
「
又

曰
、
麁
食
麁
茶
あ
る
に
ま
か
せ
よ
。
酒
乱
に
及
事
な
か
れ
」
と
書
き
添
え
る
。

美
濃
派
俳
諧
の
会
席
掟
は
、
芭
蕉
自
筆
の
そ
れ
に
基
づ
き
つ
つ
、
美
濃
派
流
の

修
正
を
加
え
て
定
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

36　

七
部
婆
心
録

 

万
延
元
年
頃
刊　

横
本
二
冊　

個
人
蔵

　

幕
末
期
に
活
躍
し
た
原
田
曲
斎
に
よ
る
芭
蕉
七
部
集
の
注
釈
書
。
諸
説
を
参

照
し
つ
つ
曲
斎
独
自
の
解
釈
を
展
開
す
る
。
六
冊
本
が
多
く
伝
わ
る
が
、
本
点

は
薄
様
料
紙
に
印
刷
さ
れ
た
二
冊
本
。

　

曲
斎
は
徳
山
の
人
。
同
地
の
美
濃
派
鼓
吟
社
三
世
雪
筇
仙
の
門
か
ら
出
発
し

た
が
、
復
古
正
風
の
提
唱
に
よ
り
異
端
視
さ
れ
、
破
門
さ
れ
た
と
い
う
。
家
業

の
小
間
物
商
を
弟
に
譲
り
、
み
ず
か
ら
七
草
吟
社
を
設
立
し
て
蕉
風
俳
諧
の
研

究
に
没
頭
し
た
（
河
村
漣
月
『
徳
山
俳
諧
史
』、
昭
和
三
十
年
、
私
家
版
）。

37　

貞
享
式
海
印
録

 

安
政
六
年
頃
刊　

横
本
二
冊　

個
人
蔵

一
一
五



　

原
田
曲
斎
著
の
俳
論
書
。
支
考
編
の
芭
蕉
伝
書
『
貞
享
式
』
を
も
と
に
蕉
門

俳
諧
の
作
法
を
説
く
。
六
冊
本
が
多
く
伝
わ
る
が
、
本
点
は
薄
様
料
紙
に
印
刷

さ
れ
た
二
冊
本
。

38　

俳
諧
十
論

 
享
保
四
年
頃
刊　

大
本
三
冊　

山
口
市
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵

　

各
務
支
考
著
の
俳
論
書
。
総
論
か
ら
各
論
に
至
る
ま
で
、
芭
蕉
の
言
説
に
支

考
独
自
の
解
釈
を
ま
じ
え
つ
つ
蕉
風
俳
諧
を
体
系
的
に
論
じ
る
。
支
考
は
本
書

刊
行
後
、「
十
論
講
」
と
称
す
る
講
義
を
各
地
で
開
き
、
地
方
に
俳
諧
を
普
及

さ
せ
た
。
美
濃
派
俳
諧
の
聖
典
と
も
言
う
べ
き
書
で
、
後
世
に
与
え
た
影
響
は

大
き
く
、
注
釈
書
や
批
判
書
が
多
く
出
現
し
た
。

　
　
　

四　

座
の
文
芸
の
民
俗
史
Ⅰ　

雑
俳
の
流
行
と
芭
蕉
句
碑

　

雑
俳
と
は
、
俳
諧
か
ら
派
生
し
、
俳
諧
以
上
に
娯
楽
性
の
つ
よ
い
文
芸
競
技

の
総
称
で
あ
る
。
雑
俳
は
、山
口
で
は
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
特
に
流
行
し
、

郊
外
の
神
社
で
祭
礼
の
余
興
と
し
て
よ
く
興
行
さ
れ
た
。
雑
俳
興
行
は
会
林
と

呼
ば
れ
る
世
話
人
が
以
下
の
よ
う
に
取
り
仕
切
っ
た
。
会
林
は
雑
俳
興
行
に
先

立
っ
て
、
地
域
の
人
々
に
あ
ら
か
じ
め
前
句
や
題
を
示
す
。
人
々
は
、
一
句
五

厘
か
ら
一
銭
程
度
の
投
句
料
を
支
払
い
、
硯
箱
・
扇
子
等
の
景
品
目
当
て
に
投

句
に
応
じ
た
。
投
句
締
切
後
、
会
林
は
句
を
取
り
集
め
、
作
者
名
を
伏
せ
て
一

書
に
清
書
す
る
。
こ
の
清
書
作
品
集
を
「
巻
」
と
い
う
。
会
林
は
「
巻
」
を
選

者
に
提
出
し
、
選
者
は
会
林
の
依
頼
に
従
っ
て
全
体
の
一
割
程
度
の
秀
句
に
点

印
を
押
し
、
さ
ら
に
精
選
し
た
「
勝
句
」
す
な
わ
ち
優
秀
作
を
「
巻
」
の
末
尾

に
大
書
し
た
。「
巻
」
は
、
祭
当
日
、
勝
句
披
露
の
の
ち
、
勝
句
作
者
に
与
え

ら
れ
た
と
い
う
。
か
か
る
雑
俳
興
行
は
、
神
社
へ
の
奉
納
と
い
う
形
態
を
と
る

こ
と
で
地
域
の
連
帯
意
識
を
つ
よ
め
、
同
時
に
、
そ
の
言
語
遊
戯
が
地
域
の
教

養
を
高
め
る
機
会
と
も
な
っ
て
い
た
。

　

い
っ
ぽ
う
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
、
芭
蕉
句
碑
が
山
口
各

地
の
社
寺
境
内
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
社
寺
に
は
同
時
期
に
奉
献
さ

れ
た
雑
俳
額
が
伝
わ
っ
て
い
る
事
例
も
多
く
、
芭
蕉
句
碑
の
建
立
は
雑
俳
の
盛

行
と
結
び
つ
い
た
現
象
と
考
え
ら
れ
る
。

39　

黒
山
八
幡
宮
奉
灯
巻

 

明
治
十
一
年
写　

半
紙
本
一
冊　

個
人
蔵

　

吉
敷
郡
鋳
銭
司
の
黒
山
八
幡
宮
奉
納
の
雑
俳
巻
。
天
真
斎
春
阿
選
。
表
紙
に

「
明
治
十
一
年
寅
八
月
／
黒
山
八
幡
宮
奉
灯
巻
／
は
い
か
い
養
民
の
瑞　

会
林
白
拝
／

天
真
斎
春
阿
撰
」
と
墨
書
す
る
。

　

選
者
の
天
真
斎
春
阿
は
野
村
氏
、
明
治
十
年
か
ら
四
十
年
頃
ま
で
山
口
・
吉

敷
地
方
の
雑
俳
選
を
一
手
に
引
き
受
け
る
ほ
ど
の
勢
力
を
誇
っ
た
（
内
田
伸
『
防

長
の
し
ゃ
れ
こ
と
ば　

防
長
の
雑
俳
』、
防
長
民
俗
叢
書
発
行
所
、
昭
和
三
十
九
年
）。

40　

河
内
社
奉
灯
巻

 

明
治
十
六
年
写　

半
紙
本
一
冊　

個
人
蔵

　

吉
敷
郡
畑
の
河
内
社
奉
納
の
雑
俳
巻
。
天
真
斎
春
阿
選
。
表
紙
に
「
は
い
か
い
昔

語
り　

天
真
斎
選
／
河
内
社
奉
灯
巻
／
会
林
畑
之
春
岑
」
と
墨
書
す
る
。

41　

高
倉
社
奉
灯
巻

一
一
六



 

明
治
期
写　

半
紙
本
一
冊　

個
人
蔵

　

黒
川
の
高
倉
荒
神
社
奉
納
の
雑
俳
巻
。
天
真
斎
春
阿
選
。
表
紙
に
「
高
倉
社

奉
灯
巻
／
大
内
村
会
林
」
と
墨
書
す
る
。

42　

岩
淵
厳
島
神
社
奉
納
巻

 

明
治
期
写　

半
紙
本
一
冊　

個
人
蔵

　

台
道
の
岩
淵
厳
島
神
社
奉
納
の
雑
俳
巻
。
無
着
庵
石
翁
選
。
表
紙
に
「
岩
淵

厳
島
神
社
奉
納
巻
／
会
林
小
鯖

清
觴
」
と
墨
書
す
る
。

43　

天
真
斎
選
句
雑
俳
短
冊

 

明
治
期
写　

短
冊
四
枚　

個
人
蔵

　

雑
俳
の
勝
句
を
選
者
天
真
斎
春
阿
が
清
書
し
、
そ
の
作
者
に
褒
美
と
し
て
与

え
た
短
冊
。

44　

芭
蕉
句
碑
（
拓
本
・
参
考
図
版
）

　
　
　

五　

座
の
文
芸
の
民
俗
史
Ⅱ　

祇
園
祭
の
な
か
の
連
歌

　

江
戸
時
代
、
山
口
祇
園
会
に
お
い
て
、
連
歌
は
鷺
舞
に
な
ら
ぶ
重
要
行
事
の

ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
六
月
七
日
か
ら
十
三
日
に
か
か
る
祭
の
期
間

中
、
毎
晩
百
韻
ず
つ
、
総
計
七
百
韻
の
連
歌
が
、
米
屋
町
の
笠
置
堂
で
興
行
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。「
笠
着
」
と
は
、
祭
の
参
詣
客
が
蓑
笠
を
つ
け
た
ま
ま

着
座
の
礼
も
と
ら
ず
、
口
々
に
句
を
付
け
る
こ
と
で
成
り
立
つ
形
式
の
連
歌
で

あ
る
。

　
「
七
夜
連
歌
」
と
も
称
さ
れ
た
山
口
祇
園
会
連
歌
の
発
句
は
、
毎
年
、
萩
藩

主
が
詠
む
し
き
た
り
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
宗
匠
は
、
藩
か
ら
任
命
さ
れ
た

町
衆
や
今
八
幡
宮
・
仁
壁
神
社
の
宮
司
が
つ
と
め
て
い
た
。
五
月
下
旬
頃
、
当

年
の
発
句
七
句
を
藩
か
ら
下
賜
さ
れ
た
宗
匠
は
、
毎
月
の
稽
古
連
歌
に
出
席
し

て
い
る
山
口
連
歌
の
連
衆
を
招
集
し
、
発
句
定
め
の
会
を
催
し
て
、
連
衆
の
な

か
か
ら
各
夜
の
執
筆
役
を
指
名
し
た
。
祇
園
会
当
日
は
、
宗
匠
と
執
筆
の
二
人

が
笠
着
堂
に
詰
め
、
酒
肴
を
と
り
な
が
ら
祭
客
の
句
を
付
け
捌
き
、
夕
刻
か
ら

明
け
方
ま
で
か
か
っ
て
百
韻
連
歌
を
完
成
さ
せ
た
。
完
成
し
た
七
百
韻
は
、
六

月
十
四
日
の
早
朝
、
宗
匠
が
御
旅
所
の
神
前
で
よ
み
あ
げ
て
奉
納
し
、
宗
匠
は
、

事
後
、
懐
紙
を
清
書
し
て
藩
に
も
提
出
し
た
（
尾
崎
千
佳
「
近
世
後
期
に
お
け
る
山

口
連
歌
の
興
行
と
宗
匠
―
仁
壁
神
社
新
出
資
料
を
中
心
に
」、『
や
ま
ぐ
ち
学
の
構
築
』第
五
号
、

平
成
二
十
一
年
三
月
）。

　

七
夜
連
歌
は
祭
事
で
あ
る
と
と
も
に
藩
の
行
事
で
あ
っ
た
。
連
歌
は
、
為
政

者
と
民
衆
が
同
じ
秩
序
の
う
ち
に
生
き
て
あ
る
こ
と
を
、
神
明
の
前
で
確
認
す

る
営
み
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

45　

山
口
祇
園
会
御
作
代
発
句
懐
紙

 

天
保
十
三
年
写　

懐
紙
一
紙　

仁
壁
神
社
蔵

46　

山
口
祇
園
会
御
作
代
発
句
懐
紙

 

安
政
六
年
写　

懐
紙
一
紙　

仁
壁
神
社
蔵

　

山
口
祇
園
会
で
興
行
さ
れ
る
七
夜
連
歌
の
発
句
七
句
を
墨
書
し
た
懐
紙
。
江

戸
時
代
後
期
、七
夜
連
歌
の
宗
匠
を
つ
と
め
た
仁
壁
神
社
大
宮
司
高
橋
家
に
は
、

同
様
の
発
句
懐
紙
が
多
数
伝
存
す
る
。

47　

御
連
歌
宗
匠
役
諸
控

一
一
七



 

文
政
八
年
写　

半
紙
本
一
冊　

仁
壁
神
社
蔵

　

仁
壁
神
社
大
宮
司
高
橋
長
秋
に
よ
る
文
政
八
年
時
の
山
口
連
歌
宗
匠
役
の
記

録
。
祇
園
会
七
夜
連
歌
以
外
に
も
、
仁
壁
・
今
八
幡
・
今
天
神
の
正
祭
礼
と
今

八
幡
の
放
生
会
に
際
し
て
、
法
楽
の
連
歌
が
興
行
さ
れ
て
い
た
。
各
連
歌
の
準

備
の
過
程
や
宗
匠
の
果
た
す
べ
き
役
割
が
細
か
く
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

六　

山
口
伝
存
の
稀
書　

連
歌
懐
紙
・
古
俳
書

48　

賦
何
人
連
謌
懐
紙

 

享
徳
二
年
頃
写　

巻
子
本
一
巻　

山
口
県
立
山
口
博
物
館
蔵

　

室
町
時
代
中
期
張
行
お
よ
び
書
写
の
連
歌
懐
紙
。
上
青
紫
紺
の
連
歌
懐
紙
を

巻
子
に
仕
立
て
る
。
金
茶
色
地
牡
丹
唐
草
織
紋
絹
表
紙
。
見
返
は
金
箔
押
紙
。

本
紙
の
四
周
を
木
賊
色
地
に
金
銀
青
糸
の
不
明
紋
様
裂
地
で
囲
む
。

　

端
作
は
な
く
、
賦
物
「
賦
何
人
連
謌
」。
発
句
は
法
守
の
「
待
花
に
ま
づ
さ

し
い
づ
る
わ
か
葉
か
な
」。
連
衆
は
、
法
守
・
宗
砌
・
忍
檐
・
行
助
・
数
信
・

盛
舎
・
超
心
・
顕
喩
・
直
清
・
量
阿
・
久
重
・
宗
保
（
執
筆
）。

　

本
百
韻
に
は
他
に
伝
本
が
現
存
し
な
い
が
、
原
爆
で
焼
失
し
た
旧
制
広
島
文

理
科
大
学
蔵
本
に
は
「
享
徳
二
年
二
月
四
日
」
と
明
記
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。

す
な
わ
ち
、
金
子
金
治
郎
『
新
撰
菟
玖
波
集
の
研
究
』（
昭
和
四
十
四
年
、
風
間
書

房
）第
一
編
第
三
章「
宗
砌
の
生
涯
」に
、「
享
徳
二
年
二
月
四
日
に
は
忍
膽（
誓
？
）・

行
助
・
超
心
・
量
阿
・
専
順
等
を
主
な
る
会
衆
と
す
る
何
人
百
韻
（
広
島
文

理
大
本

）
に

一
座
し
、
法
守
な
る
人
の
発
句
に
脇
を
し
て
い
る
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
、
金

子
氏
引
用
に
濁
点
を
補
っ
て
示
せ
ば
、
そ
の
発
句
・
脇
・
第
三
は
左
の
と
お
り

で
あ
る
。

　
　

待
花
に
ま
づ
さ
し
出
る
わ
か
葉
か
な　
　

法
守

　
　

春
日
が
く
れ
の
露
の
下
草　
　
　
　
　
　

宗
砌

　
　

谷
風
の
深
雪
吹
と
く
音
冴
て　
　
　
　
　

忍
膽

　

表
記
に
若
干
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
発
句
お
よ
び
脇
に
つ
い
て
、
山
口
博

物
館
本
と
広
島
文
理
科
大
本
の
間
に
異
同
は
な
い
。
た
だ
し
、
山
口
博
物
館
本

の
第
三
に
は
次
の
よ
う
な
見
せ
消
ち
が
あ
っ
て
注
目
さ
れ
る
。

　
　

谷
風
の
深
雪
吹
と
く
音
はさ
えし
て　
　
　
　

忍
檐

い
っ
た
ん
「
音
は
し
て
」
で
治
定
し
た
句
形
を
の
ち
に
「
音
さ
え
て
」
に
改
め

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
山
口
博
物
館
本
に
は
他
に
も
二
句
に
見
せ
消
ち
を
認

め
る
。

　
　

浪
ぞ
花
な
る
う春ら
の
し
ま
〴
　〵
　
　
　
　

砌
（
二
折
表
第
八
）

　
　

き
し
田
の
稲
の
ほ
に
い
づ
る
こ時ろ　
　
　
　

超
（
挙
句
）

「
う
ら
の
し
ま
〴
〵
」
を
「
春
の
し
ま
〴
〵
」
に
、「
ほ
に
い
づ
る
こ
ろ
」
を
「
ほ

に
い
づ
る
時
」
に
訂
す
る
の
は
、
第
三
の
見
せ
消
ち
と
同
様
、
句
意
に
関
わ
る

改
変
で
あ
っ
て
、
後
代
の
も
の
で
は
な
く
、
百
韻
満
尾
直
後
に
加
え
ら
れ
た
修

正
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
見
せ
消
ち
は
本
文
と
は
異
な
る
筆
蹟
で
一
筆
、

連
衆
の
顔
ぶ
れ
に
徴
し
て
、
そ
の
筆
者
は
宗
砌
の
可
能
性
が
最
も
高
い
。
し
か

も
、
全
容
不
明
な
が
ら
、
広
島
文
理
科
大
本
の
本
文
は
、
山
口
博
物
館
本
の
修

正
後
の
本
文
を
反
映
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
広
島
文
理
科
大
本
に
記
さ
れ
て

い
た
ら
し
き
張
行
年
次
「
享
徳
二
年
二
月
四
日
」
を
信
ず
れ
ば
、
山
口
博
物
館

〻

〻

〻

〻

〻

〻

一
一
八



本
は
、
享
徳
二
年
二
月
四
日
よ
り
さ
ほ
ど
降
ら
な
い
時
期
に
、
宗
匠
宗
砌
の
点

検
を
請
う
べ
く
書
写
さ
れ
た
懐
紙
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
く
る
。
張
行
年
次

の
記
載
を
欠
く
こ
と
に
鑑
み
て
も
、
山
口
博
物
館
本
は
清
書
本
の
下
書
き
で

あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

と
も
あ
れ
、
享
徳
二
年
当
時
の
宗
砌
は
北
野
社
連
歌
奉
行
お
よ
び
宗
匠
の
地

位
に
あ
り
、
連
歌
の
中
興
宗
砌
出
座
の
連
歌
と
し
て
も
、
室
町
中
期
の
連
歌
懐

紙
の
遺
例
と
し
て
も
、
す
こ
ぶ
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
な

い
。

49　

賦
何
垣
連
歌
懐
紙　

里
村
紹
巴
筆

 

永
禄
十
二
年
写　

巻
子
本
一
巻　

個
人
蔵

　

永
禄
十
二
年
閏
五
月
八
日
張
行
連
歌
百
韻
の
懐
紙
。
句
に
応
じ
た
素
材
を
金

銀
泥
で
下
絵
に
描
い
た
装
飾
懐
紙
に
、連
歌
師
里
村
紹
巴
が
本
文
を
清
書
す
る
。

藍
色
網
目
地
に
梅
松
紋
様
絹
表
紙
。金
箔
押
紙
の
見
返
に
彩
色
で
杉
木
を
描
く
。

　

端
作
「
永
禄
十
二
年
閏
五
月
八
日
」、
賦
物
「
賦
何
垣
連
歌
」。
発
句
は
紹
巴

の
「
冬
は
よ
し
あ
り
と
も
な
つ
や
門
の
竹
」。
連
衆
は
、
紹
巴
・
聖
碩
・
慶
典
・

昌
叱
・
禅
興
・
玄
哉
・
心
前
・
英
怙
・
尭
敏
・
宗
仍
・
宗
節
・
常
教
・
宗
規
・

康
清
・
蔵
円
・
梅
寿
（
執
筆
）。
新
出
百
韻
。
連
衆
は
永
禄
―
元
亀
年
間
に
よ
く

紹
巴
と
同
座
し
た
顔
ぶ
れ
が
揃
う
。

　

本
百
韻
張
行
直
前
の
永
禄
十
二
年
閏
五
月
二
日
、
紹
巴
は
飛
鳥
井
中
将
邸
の

歌
会
に
昌
叱
・
心
前
と
と
も
に
出
座
し
（『
言
継
卿
記
』）、
閏
五
月
二
十
四
日
に

は
『
天
橋
立
紀
行
』
の
旅
に
出
立
し
て
い
る
（
奥
田
勲
「
紹
巴
年
譜
稿
（
一
）」、『
宇

都
宮
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
十
七
号
、
昭
和
四
十
二
年
十
二
月
）。

50　

仮
御
手
鑑

 

手
鑑
一
帖　

山
口
県
立
山
口
図
書
館
蔵

　

長
府
毛
利
家
旧
蔵
の
手
鑑
で
７
『
手
鑑
萬
代
帖
』
の
ツ
レ
。『
手
鑑
萬
代
帖
』

が
書
簡
等
の
文
書
を
収
め
る
の
に
対
し
、『
仮
御
手
鑑
』
は
和
歌
・
連
歌
・
俳
諧
・

漢
詩
を
染
筆
し
た
短
冊
・
色
紙
・
古
筆
切
等
の
文
芸
資
料
百
八
十
五
点
を
収
め

る
。
田
村
哲
夫
「
山
口
図
書
館
本
『
仮
御
手
鑑
』
に
つ
い
て
」（『
山
口
県
文
書
館

研
究
紀
要
』
第
四
号
、
昭
和
五
十
年
三
月
）
参
照
。

　

小
槻
伊
治
代
筆
に
か
か
る
大
内
義
隆
和
歌
短
冊
を
は
じ
め
と
し
て
、
義
隆
被

官
人
等
に
よ
る
上
青
下
紫
の
続
歌
短
冊
が
多
数
収
録
さ
れ
て
い
る
。
古
筆
了
眠

の
極
札
に
三
十
六
名
を
「
連
歌
師
」
と
す
る
が
、
も
と
よ
り
職
業
連
歌
師
の
意

で
は
な
く
、
大
内
家
中
の
連
歌
作
者
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

51　

紅
梅
千
句

 

明
暦
元
年
刊　

横
本
一
冊　

小
田
家
博
物
館
蔵

　

小
田
家
は
屋
号
を
室
屋
と
称
す
る
岩
国
藩
領
柳
井
津
町
金
屋
の
豪
商
。
俳
諧

を
嗜
む
人
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
小
田
家
文
書
に
は
古
俳
書
の
善
本
が
少
な
く
な

い
。

　

縹
色
卍
繋
牡
丹
唐
草
紋
様
艶
出
表
紙
の
左
肩
に
、
四
周
双
辺
子
持
枠
の
原
題

簽
「
貞
徳
翁
紅
梅
千
句　
全

」
を
貼
付
す
る
。
原
題
簽
を
留
め
る
伝
本
は
他
に

天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
本
し
か
な
く
（
安
藤
武
彦
「『
紅
梅
千
句
』
解
題
」、
近
世
文
学

資
料
類
従
古
俳
諧
編
『
正
章
千
句
・
紅
梅
千
句
・
貞
徳
誹
諧
記
』、
昭
和
五
十
年
、
勉
誠
社
）、

貴
重
。
摺
り
も
美
し
い
。
内
題
「
紅
梅
千
句
」。
単
郭
。
刊
記
「
明
暦
元
年
乙未

五

月
吉
日
／
敦
賀
屋
久
兵
衛
開
板
」
の
真
下
の
匡
郭
に
明
ら
か
な
埋
木
の
跡
を
認

一
一
九



め
る
。

52　

毛
吹
草

 

江
戸
時
代
初
期
刊　

横
本
三
冊　

小
田
家
博
物
館
蔵

　

七
巻
五
冊
本
の
う
ち
後
半
三
巻
二
冊
分
を
欠
く
。
濃
縹
色
無
地
表
紙
左
肩
に

無
枠
の
原
題
簽
「
新板

毛
吹
草
」
を
貼
付
す
る
。
内
題
「
毛
吹
草
」。
無
郭
。
一
面

十
三
行
。
一
面
十
五
行
の
無
刊
記
初
印
本
と
は
明
ら
か
に
版
が
異
な
り
、
明
暦

元
年
も
し
く
は
万
治
二
年
板
と
目
さ
れ
る
が
、
未
詳
。
後
考
を
期
し
た
い
。

　

首
巻
の
後
見
返
に
「
小
田
六
左
衛
門
」
の
墨
書
識
語
が
あ
り
、
天
明
元
年
に

小
田
家
四
代
目
当
主
を
嗣
い
だ
六
左
衛
門
の
集
書
と
知
ら
れ
る
。

53　

西
山
宗
因
釈
教
誹
諧

 

延
宝
二
年
頃
刊　

横
本
一
冊　

小
田
家
博
物
館
蔵

　

縹
色
無
地
表
紙
左
肩
に
無
枠
の
原
題
簽
「
西
山
宗
因

釈
教
誹
諧
」
を
貼
付
す
る
。
内

題
「
釈
教
俳
諧
」。
無
郭
。
後
見
返
に
「
木
寸
」
の
墨
書
識
語
が
あ
る
。

　

従
来
知
ら
れ
て
い
た
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
蔵
本
と
題
簽
・
本
文
と
も
に
同

版
で
あ
る
が
、綿
屋
本
と
は
表
紙
の
色
と
天
地
法
量
を
異
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、

綿
屋
本
表
紙
は
墨
色
で
、
そ
の
天
地
法
量
は
小
田
家
本
よ
り
二
粍
程
長
い
（
天

理
図
書
館
綿
屋
文
庫
俳
書
集
成
第
二
十
五
巻
『
西
山
宗
因
集
』
参
照
、平
成
十
年
、八
木
書
店
）。

小
田
家
本
は
摺
り
・
保
存
状
態
と
も
に
綿
屋
本
に
す
ぐ
れ
、
宗
因
俳
書
の
善
本

と
し
て
貴
重
。

54　

山
の
井

 

慶
安
元
年
刊　

横
本
四
冊　

小
田
家
博
物
館
蔵

　

巻
第
一
欠
。
濃
縹
色
無
地
表
紙
左
肩
に
四
周
双
辺
子
持
枠
の
原
題
簽
「
山
の

井　
二

」
を
貼
付
す
る
。
内
題
「
山
之
井
」。
単
郭
。
刊
記
「
慶
安
元
戊子

暦
／
南

呂
吉
日　

重
開
板
」。

55　

お
く
の
ほ
そ
道

 

寛
政
元
年
刊　

枡
型
本
一
冊　

小
田
家
博
物
館
蔵

　

松
葉
ち
ら
し
紋
様
表
紙
中
央
に
無
枠
の
原
題
簽
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
を
貼
付

す
る
。
刊
記
「
寛
政
元
年
酉
仲
秋
再
板
／
諧
仙
堂
蔵
板
／
洛
陽
蕉
門
書
林
／
井

筒
屋
庄
兵
衛
／
橘
屋
治
兵
衛
／
浦
井
徳
右
衛
門
」。前
見
返
に「
文
政
六
未
三
月
、

上
京
之
節
求
之
／
小
田
乍
豊
」、
後
見
返
に
も
「
文
政
六
未
三
月
／
小
田
乍
豊
」

の
墨
書
識
語
を
有
す
る
。

一
二
〇


